
93

気候変動対策の負担軽減とWTO補助金協定

気
候
変
動
対
策
の
負
担
軽
減
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
補
助
金
協
定 

―
―
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
論
再
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志

1　

は
じ
め
に
―
―
排
出
権
取
引
制
度
と
欧
州
産
業
の
競
争
力
問
題
―
―

2　

米
国
に
よ
る
気
候
変
動
対
応
策
へ
の
相
殺
関
税
賦
課

3　

気
候
変
動
負
担
軽
減
策
の
補
助
金
該
当
性

4　
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
と
し
て
の
気
候
変
動
負
担
軽
減
策

5　

結
び
に
代
え
て
―
―
二
〇
二
三
年
夏
に
想
う
―
―

1　

は
じ
め
に
―
―
排
出
権
取
引
制
度
と
欧
州
産
業
の
競
争
力
問
題
―
―

　

Ｅ
Ｕ
が
指
令2003/87/EC

（
以
下
、「
Ｅ
Ｔ
Ｓ
指
令（

（
（

」）
に
よ
っ
て
二
〇
〇
五
年
よ
り
導
入
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
権
取
引
制

度
（Em

ission T
rading System

―ET
S

）
は
、
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ト
レ
ー
ド
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
ま
ず
Ｃ
Ｏ

2

排

出
総
枠
を
決
め
、
各
対
象
施
設
（installation

）
は
そ
の
総
枠
を
細
分
化
し
た
排
出
権
（allow

ance

）
を
購
入
し
、
そ
れ
を
年
度
末

に
納
付
す
る
こ
と
で
当
該
年
度
の
Ｃ
Ｏ

2

排
出
の
コ
ス
ト
を
負
う（

（
（

。
そ
の
た
め
、
対
象
産
業
は
排
出
権
購
入
の
費
用
、
更
に
そ
の
支
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出
を
削
減
す
る
た
め
に
排
出
抑
制
策
（
設
備
投
資
、
代
替
技
術
、
及
び
研
究
開
発
等
）
に
か
か
る
負
担
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
こ

う
し
た
コ
ス
ト
は
川
下
産
業
に
転
嫁
さ
れ
る（

（
（

。

　

直
感
的
に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
コ
ス
ト
は
欧
州
産
業
の
競
争
力
を
低
下
さ
せ
、
欧
州
産
品
が
炭
素
価
格
を
負
担
し
な
い
同
種
の

域
外
産
品
と
の
価
格
競
争
に
お
い
て
劣
後
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
関
連
す
る
経
済
学
研
究
の
サ
ー
ベ
イ
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ

の
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
（
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
七
）、
Ⅱ
（
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
二
）
及
び
Ⅲ
（
二
〇
一
三
～
二
〇
二
〇
）
の
最
初
期
を
対
象
と
し

た
研
究
業
績
で
は
、
そ
の
よ
う
な
有
意
な
結
果
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た（

（
（

。

　

制
度
面
か
ら
こ
の
時
期
を
見
る
と
、
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
及
び
Ⅱ
に
お
い
て
は
、
総
排
出
量
の
上
限
を
各
加
盟
国
が
独
自
か
つ
柔
軟
に
設

定
し
（
国
家
割
当
計
画
（N

ational A
llocation Plan

―N
A

Ps

））、
そ
の
総
計
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｕ
全
体
の
排
出
上
限
を
決
定
し
て
い
た

（
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
）。
更
に
産
業
界
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
過
去
の
排
出
実
績
に
基
づ
く
各
対
象
施
設
へ
の
排
出
権
配
布
（
グ
ラ
ン
ド

フ
ァ
ザ
リ
ン
グ
）
も
保
証
さ
れ
、
実
に
排
出
枠
の
九
割
以
上
が
無
償
配
布
さ
れ
て
い
た
と
い
う（

（
（

。
こ
う
し
た
無
償
配
布
に
加
え
て
、

各
対
象
施
設
の
実
際
の
排
出
量
を
超
え
る
過
剰
割
当
、
最
終
消
費
者
へ
の
円
滑
な
コ
ス
ト
転
嫁
、
総
費
用
に
占
め
る
相
対
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
さ
等
の
結
果
と
し
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
が
欧
州
産
業
の
競
争
力
に
悪
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る（

（
（

。

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
で
、
生
産
活
動
量
あ
た
り
の
排
出
量
（
ベ
ン
チ
マ
ー
ク（

（
（

）
を
Ｅ
Ｕ
共
通
で
設
定
し
、
無
償
配
布
に
活
用
し
て
い
る
。
更

に
、
排
出
権
取
引
価
格
も
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
終
盤
の
二
〇
一
八
年
中
頃
ま
で
は
長
ら
く
一
〇
€
／
㌧
未
満
で
推
移
し
、
そ
の
後
価
格
上
昇

が
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
せ
い
ぜ
い
二
〇
€
／
㌧
台
中
盤
が
上
限
だ
っ
た（

（
（

。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
経
済
学
研
究
が
示
す
一
般
的
な
結
論
は
、
排
出
権
取
引
価
格
が
低
い
時
期
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
注
意

を
要
す
る（

（
（

。
果
た
し
て
二
〇
二
〇
年
三
月
以
降
、
多
少
の
上
下
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
で
排
出
権
価
格
が
上
昇
し
、

フ
ェ
ー
ズ
Ⅳ
（
二
〇
二
一
～
二
〇
三
〇
）
に
差
し
掛
か
っ
た
二
〇
二
三
年
二
月
に
は
遂
に
一
〇
〇
€
／
㌧
を
突
破
す
る
と（

（1
（

、
状
況
は

変
わ
っ
た
。
直
近
の
欧
州
開
銀
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
次
金
属
、
非
鉄
金
属
、
運
輸
、
公
益
サ
ー
ビ
ス
（
水
道
、
電
力
、
下
水
等
）
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の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
対
象
産
業
で
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
産
業
の
生
産
高
は
炭
素
排
出
量
の
増
加
に
伴
い
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
高
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
の
投
入
財
の
域
内
調
達
と
負
の
相
関
を
、
逆
に
域
外
調
達
と
は
正
の
相
関
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
Ｅ
Ｔ

Ｓ
が
欧
州
産
業
の
競
争
力
に
悪
影
響
を
与
え
て
お
り
、
特
に
炭
素
価
格
の
高
騰
が
決
定
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る（

（1
（

。

　

こ
う
し
た
競
争
力
へ
の
悪
影
響
回
避
の
た
め
の
対
欧
州
産
業
の
支
援
策
と
し
て
は
、
主
に
二
種
類
の
手
法
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、

排
出
権
を
購
入
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｓ
対
象
産
業
、
あ
る
い
は
そ
の
コ
ス
ト
を
転
嫁
さ
れ
る
川
下
産
業
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
実
施
に
伴
う
コ
ス

ト
を
金
銭
的
に
補
塡
す
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
よ
る
Ｃ
Ｏ

2

対
策
の
間
接
費
用
補
償
（
Ｅ
Ｔ
Ｓ
指
令
一
〇
ａ
条
六
項
）
が
こ

れ
に
該
当
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
金
銭
的
補
償
で
は
な
く
、
排
出
枠
そ
の
も
の
を
付
与
す
る
こ
と
で
欧
州
産
業
の
競
争
力
へ
の
悪

影
響
を
回
避
す
る
手
法
が
あ
る
。
上
記
の
グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ザ
リ
ン
グ
や
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
活
用
し
た
排
出
権
の
無
償
割
当
（free 

allocation

）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　

次
節
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
昨
今
米
国
で
は
、
こ
う
し
た
国
内
産
業
の
競
争
力
に
配
慮
し
た
排
出
権
取
引
制
度
の
負
担
軽
減
策
に

対
し
て
相
殺
関
税
を
発
動
す
る
事
案
が
続
い
た
。
米
国
の
こ
う
し
た
対
応
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
気
候
変
動
対
策
コ
ス
ト

を
負
わ
な
い
輸
入
国
が
、
軽
減
さ
れ
る
に
せ
よ
そ
の
よ
う
な
コ
ス
ト
を
一
定
程
度
負
わ
さ
れ
る
輸
出
者
・
生
産
者
に
相
殺
関
税
を
課

す
点
で
、
公
正
さ
を
欠
く
と
批
判
さ
れ
る
。
他
方
、
現
行
の
補
助
金
・
相
殺
措
置
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
）
協
定
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
附
属
書
一
Ａ
）
に

準
拠
し
て
相
殺
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
不
公
正
は
現
行
規
定
の
限
界
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
最
近
の
調
査
案
件
に
お
け
る
米
国
の
判
断
を
検
討
す
る
に
、
こ
う
し
た
措
置
は
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
、
そ
し
て
そ
れ
に
準
拠

す
る
米
国
法
の
解
釈
を
十
分
に
尽
く
し
て
課
税
の
判
断
に
至
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
特
に
、
直
接
的
な
資
金
移
転
を
伴
わ
ず
、

「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
（governm

ent revenue that is otherw
ise due

）」
を
放
棄
し
、
徴
収
し
な
い
こ
と
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・

一
条(

ａ)(

1)(

ⅱ)

）
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
た
措
置
に
つ
い
て
は
、
果
た
し
て
適
切
な
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
（norm

ative 

bench

）
の
設
定
に
基
づ
い
た
判
断
で
あ
っ
た
か
否
か
、
更
に
検
討
の
余
地
を
残
す（

（1
（

。
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我
が
国
で
も
今
夏
（
二
〇
二
三
年
）
の
異
常
な
高
温
で
体
感
で
き
る
よ
う
に
、
気
候
変
動
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
疑

い
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
急
激
に
炭
素
価
格
の
負
担
を
国
内
産
業
に
強
い
る
と
な
れ
ば
、
短
期
間
で
の
産
業
競
争
力
の
顕
著
な
低

下
を
恐
れ
る
対
象
産
業
の
抵
抗
は
強
く
、
有
効
な
気
候
変
動
対
策
は
政
治
的
に
実
現
が
困
難
に
な
る
。
Ｅ
Ｕ
が
二
〇
〇
五
年
か
ら
二

〇
三
〇
年
を
四
段
階
に
分
け
、
最
初
は
グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ザ
リ
ン
グ
か
ら
排
出
枠
の
無
償
配
布
に
移
行
し
、
こ
れ
を
徐
々
に
撤
廃
し
て

い
く
手
法
は
、
正
に
こ
う
し
た
急
激
な
変
化
を
避
け
、
柔
軟
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
四
半
世
紀
を
か
け
た
脱
炭
素
へ
の
産
業
構
造
転

換
を
目
指
す
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

Ｅ
Ｕ
は
も
は
や
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
後
半
に
入
っ
て
久
し
く
、
更
に
欧
州
委
員
会
が
二
〇
二
一
年
七
月
に
公
表
し
た
政
策
文
書

“FIT
 for 55�”

は
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
大
幅
に
引
き
上
げ
（
一
九
九
〇
年
比
で
最
低
四
〇
％
か
ら
五
五
％

へ
）、
そ
の
実
現
に
向
け
て
排
出
枠
無
償
割
当
の
段
階
的
廃
止
を
提
唱
し
た（

（1
（

。
こ
の
結
果
、
二
〇
二
三
年
五
月
の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
改
正
で
は
、

鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
肥
料
等
の
輸
入
に
は
別
途
国
境
炭
素
調
整
措
置
（Carbon Border A

djustm
ent M

easure

―CBA
M

）
を
課
す
こ
と
で
対
象
物
資
に
は
体
化
排
出
量
相
当
の
実
質
的
な
課
金
を
行
う
一
方（

（1
（

、
こ
れ
ら
を
製
造
す
る
域
内
産
業
に

つ
い
て
は
、
二
〇
二
六
～
二
〇
三
四
年
の
九
年
間
を
か
け
て
無
償
割
当
を
段
階
的
に
削
減
・
廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
Ｅ
Ｔ
Ｓ
指

令
一
〇
ａ
条
一
ａ
項
）。

　

し
か
し
、
気
候
変
動
対
策
先
進
国
の
Ｅ
Ｕ
と
は
異
な
り
、
後
発
の
各
国
が
同
様
の
キ
ャ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ト
レ
ー
ド
を
導
入
す
る

際
、
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
な
各
種
の
負
担
軽
減
策
を
用
い
た
脱
炭
素
化
の
過
程
は
今
後
長
く
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
Ｅ
Ｕ
で
さ

え
、
そ
の
廃
止
に
こ
れ
か
ら
更
に
一
〇
年
強
を
要
し
、
そ
れ
で
も
産
業
界
、
特
に
Ｃ
Ｏ

2

排
出
コ
ス
ト
の
高
い
鉄
鋼
、
非
鉄
金
属
、

セ
メ
ン
ト
、
肥
料
等
の
産
業
は
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｍ
の
導
入
に
加
え
て
、
無
償
割
当
の
維
持
を
強
く
訴
え
て
い
る（

（1
（

。
加
え
て
Ｅ
Ｕ
で
は
一
部
産

業
セ
ク
タ
ー
に
引
き
続
き
追
加
無
償
割
当
が
提
供
さ
れ
る
の
で
、
依
然
と
し
て
こ
れ
が
相
殺
さ
れ
る
リ
ス
ク
は
Ｅ
Ｔ
Ｓ
改
正
後
も
当

面
変
わ
ら
な
い
。
特
に
二
〇
二
六
年
か
ら
の
八
年
間
は
、
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｍ
と
無
償
割
当
の
二
重
保
護
と
な
り
、
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｍ
が
こ
の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
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を
め
ぐ
る
通
商
摩
擦
を
一
層
助
長
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る（

（1
（

。

　

以
下
、
本
稿
は
こ
う
し
た
気
候
変
動
対
応
コ
ス
ト
の
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
端
を
担
う
負
担
軽
減
策
が
長
期
的
な
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
一
定
程
度
必
要
と
さ
れ
る
現
実
を
前
提
に
、
現
行
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
補
助
金
規
律
に
お
け
る
そ
の
位
置
付
け
を
論
じ
る
。
ま
ず
、
米

国
の
一
連
の
相
殺
関
税
調
査
事
案
を
通
じ
て
、
負
担
軽
減
策
を
相
殺
可
能
と
す
る
法
理
と
こ
れ
に
対
す
る
批
判
を
紹
介
す
る
。
そ
し

て
、
負
担
軽
減
策
の
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(

ⅰ)(

ⅱ)

に
お
け
る
税
金
等
政
府
の
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
へ
の
該

当
性
を
、
関
連
す
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
解
決
手
続
の
先
例
を
踏
ま
え
て
検
討
し
、
同
条
の
規
定
は
広
く
負
担
軽
減
策
を
相
殺
可
能
補
助
金

か
ら
除
外
す
る
裁
量
を
加
盟
国
に
与
え
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
可
能
性
を
示
す
。

2　

米
国
に
よ
る
気
候
変
動
対
応
策
へ
の
相
殺
関
税
賦
課

　

前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
は
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
導
入
に
あ
た
り
、
域
内
産
業
の
競
争
力
上
の
負
担
に
配
慮
し
、
一
定
の
負
担
軽
減
策

を
設
け
て
き
た
。
米
国
の
昨
今
の
一
連
の
相
殺
関
税
調
査
は
、
こ
う
し
た
施
策
を
標
準
的
な
温
暖
化
防
止
規
律
の
対
象
と
な
る
者
の

待
遇
と
比
較
の
上
、
こ
れ
を
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
に
該
当
し
、
相
殺
可
能
補
助
金
で
あ
る
と
認
定
し
た
。

2
・
1　

ド
イ
ツ
産
流
体
エ
ン
ド
ブ
ロ
ッ
ク
当
初
調
査

　

二
〇
二
〇
年
末
、
米
商
務
省
は
、
ド
イ
ツ
産
鋳
造
流
体
エ
ン
ド
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
政
府
及
び
Ｅ
Ｕ
に
よ
っ
て
交
付
さ

れ
る
一
一
本
の
補
助
金
に
相
殺
可
能
性
を
認
め
、
調
査
対
象
輸
出
・
生
産
者
毎
に
五
・
八
六
％
～
一
四
・
八
一
％
の
補
助
金
率
を
認

定
し
た（

（1
（

。
こ
の
一
一
本
に
は
、
気
候
変
動
対
策
関
連
の
負
担
軽
減
策
で
あ
る
Ｅ
Ｔ
Ｓ
追
加
無
償
割
当
と
Ｅ
Ｉ
Ｕ
減
額
が
含
ま
れ
る
。
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2
・
1
・
1　

Ｅ
Ｔ
Ｓ
排
出
権
の
追
加
無
償
割
当

　

上
記
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
は
対
象
施
設
に
対
し
て
前
年
排
出
量
を
カ
バ
ー
す
る
排
出
権
の
納
付
を
求
め
る
。
対
象
施
設
は
こ
の
排

出
権
を
、
Ｅ
Ｕ
規
制
下
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
排
出
権
取
引
二
次
市
場
、
あ
る
い
は
自
国
政
府
か
ら
の
無
償
割
当
に
よ
り
入
手
で
き
る
。

　

こ
の
無
償
割
当
は
発
電
所
を
除
く
各
産
業
部
門
の
全
生
産
施
設
を
対
象
と
し
て
お
り
、
調
査
対
象
期
間
中
に
最
も
排
出
効
率
の
よ

い
施
設
の
排
出
量
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
、
そ
の
一
部
に
相
当
す
る
無
償
排
出
権
を
割
り
当
て
ら
れ
る
。
こ
の
値
は
二
〇
一
三
年
の

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
八
〇
％
に
始
ま
り
、
二
〇
二
〇
年
に
か
け
て
三
〇
％
に
ま
で
漸
減
す
る
。
本
件
に
お
け
る
補
助
金
マ
ー
ジ
ン
の
調

査
対
象
期
間
（
二
〇
一
八
年
）
は
、
こ
の
値
が
四
四
・
二
％
だ
っ
た（

（1
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
遵
守
の
コ
ス
ト
が
高
い
産
業
部
門
の
施
設
は
炭
素
リ
ー
ケ
ー
ジ
の
著
し
い
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と

見
な
さ
れ
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
指
令
に
従
っ
て
貿
易
依
存
度
や
生
産
コ
ス
ト
等
を
基
準
に
作
成
さ
れ
た
リ
ス
ト
に
登
載
さ
れ
る（

（2
（

。
そ
の
よ
う
に

認
定
さ
れ
た
産
業
部
門
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
各
年
の
標
準
的
な
無
償
割
当
に
追
加
し
て
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
一
〇
〇
％
相
当
ま
で
の
排

出
枠
が
追
加
的
に
割
り
当
て
ら
れ
る
（
例
：
二
〇
一
八
年
で
は
四
四
・
二
％
に
六
五
・
八
％
を
追
加
）。

　

米
商
務
省
は
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
登
載
対
象
施
設
は
追
加
無
償
割
当
に
よ
っ
て
本
来
Ｅ
Ｕ
な
い
し
各
国
政
府
か
ら
購
入
す
べ
き
排

出
権
を
無
償
で
得
て
お
り
、
そ
の
分
だ
け
Ｅ
Ｕ
・
各
国
政
府
の
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
が
放
棄
さ
れ
て
い
る
の
で
、
資
金
面
で

の
貢
献
が
認
め
ら
れ
る
と
認
定
し
た
（
米
国
一
九
三
〇
年
通
商
法
（
以
下
、「
通
商
法
」）
七
七
一
条(

5)(

Ｄ)(

ⅱ)

／
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一

条(

ａ)(

1)(

ⅱ)

）。
ま
た
、
追
加
無
償
割
当
の
対
象
が
炭
素
リ
ー
ケ
ー
ジ
リ
ス
ト
登
載
企
業
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
定
性
も
認

め
た
（
通
商
法
七
七
一
条(

5
Ａ)(

Ｄ)(

ⅰ)

／
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
二
条
及
び
二
・
一
条(

ａ)

）。
最
後
に
、
追
加
無
償
割
当
分
の
排
出
権
購
入

を
免
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
利
益
も
認
定
し
た
（
連
邦
規
則
一
九
巻
三
五
一
・
五
〇
三(

ｂ)(

2)

／
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ｂ)

）（
（2
（

。

　

な
お
商
務
省
は
、
同
時
並
行
的
に
調
査
が
進
行
し
た
イ
タ
リ
ア
産
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
一
の
判
断
理
由
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
下

の
追
加
無
償
割
当
を
相
殺
可
能
補
助
金
と
し
て
認
定
し
て
い
る（

（2
（

。
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2
・
1
・
2　

Ｅ
Ｉ
Ｕ
減
額

　

加
え
て
、
本
件
調
査
で
は
ド
イ
ツ
の
電
力
課
徴
金
の
減
額
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
相
殺
可
能
補
助
金
と
し
て
認
定
し
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
法
（
Ｅ
Ｅ
Ｇ（

（2
（

）
に
お
い
て
は
、
配
電
業
者
は
公
定
料
率
ま
た
は
市
場
プ
レ
ミ
ア
価
格
を
支

払
っ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
を
調
達
す
る
が
、
最
終
需
要
者
（
一
般
家
庭
や
企
業
）
に
は
ス
ポ
ッ
ト
価
格
で
小
売
販
売
す
る
。

こ
の
小
売
価
格
が
先
の
公
定
料
率
ま
た
は
市
場
プ
レ
ミ
ア
価
格
を
下
回
る
場
合
、
配
電
業
者
は
こ
の
差
額
を
Ｅ
Ｅ
Ｇ
課
徴
金
と
し
て

最
終
需
要
者
か
ら
徴
取
で
き
る
。
他
方
、
ド
イ
ツ
は
特
別
平
準
化
制
度
（
Ｓ
Ｅ
Ｓ
）
に
よ
り
、
総
価
額
に
電
力
消
費
量
が
特
に
大
き

い
割
合
を
占
め
る
製
造
業
者
（
Ｅ
Ｉ
Ｕ
）
に
つ
い
て
、
こ
の
Ｅ
Ｅ
Ｇ
課
徴
金
を
減
額
し
た
（
以
下
、「
Ｅ
Ｉ
Ｕ
減
額（

（2
（

」）。

　

米
商
務
省
は
、
こ
の
Ｅ
Ｉ
Ｕ
減
額
が
資
金
面
で
の
貢
献
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
本
来
Ｅ
Ｅ
Ｇ
に
基
づ
き
支
払
う
べ
き
課
徴
金
を
Ｅ

Ｉ
Ｕ
に
つ
い
て
の
み
減
額
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
に
相
当
す
る
と
認
め
た
（
通
商
法
七
七
一
条

(

5)(

Ｄ)(

ⅱ)

／
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(
1)(
ⅱ)

）。
本
件
で
は
ド
イ
ツ
政
府
で
な
く
配
電
業
者
に
よ
る
収
入
放
棄
だ
が
、
政
府
が
Ｓ

Ｅ
Ｓ
に
よ
り
放
棄
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
商
務
省
は
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
を
政
府
が
民
間
に
委
託
・
指
示
し

て
い
る
と
認
定
し
た
（
通
商
法
七
七
一
条(

5)(

Ｂ)(
ⅲ)
／
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(

1)(

ⅳ)

）。
ま
た
、
Ｓ
Ｅ
Ｓ
は
Ｅ
Ｉ
Ｕ
減
額
の
申

請
資
格
を
一
次
金
属
等
の
特
定
の
産
業
部
門
に
限
定
し
て
い
る
た
め
、
米
商
務
省
は
法
律
上
の
特
定
性
を
認
定
し
、
ま
た
実
際
に
受

益
産
業
が
偏
っ
て
い
る
の
で
事
実
上
の
特
定
性
も
認
め
た
（
通
商
法
七
七
一
条(

5
Ａ)(

Ｄ)(

ⅰ)

／
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
二
条
及
び
二
・
一

条
）。
最
後
に
、
当
該
措
置
は
課
徴
金
の
減
額
な
の
で
、
減
額
分
が
そ
の
ま
ま
利
益
を
構
成
す
る
と
認
定
し
た
（
連
邦
規
則
一
九
巻
三

五
一
・
五
〇
三(

ｂ)(

2)

／
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ｂ（
（2
（

)

）。

2
・
2　

韓
国
産
熱
延
鋼
板
二
〇
一
九
年
課
税
分
行
政
見
直
し

　

上
記
の
ド
イ
ツ
産
流
体
エ
ン
ド
ブ
ロ
ッ
ク
事
件
の
判
断
理
由
は
、
韓
国
産
熱
延
鋼
板
相
殺
関
税
の
二
〇
一
九
年
分
行
政
見
直
し
に
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も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
本
件
で
も
Ｅ
Ｕ
の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
類
似
す
る
韓
国
排
出
権
取
引
制
度
（
Ｋ
―

Ｅ
Ｔ
Ｓ
）
に
お
け
る
追
加
無
償
割
当

の
相
殺
可
能
性
が
認
定
さ
れ
た
。

　

本
件
措
置
は
当
初
調
査
に
お
け
る
二
〇
一
六
年
の
肯
定
的
最
終
決
定（

（2
（

に
基
づ
い
て
課
さ
れ
る
。
当
該
措
置
に
よ
る
二
〇
一
九
年
度

の
課
税
額
を
遡
及
的
に
決
定
す
る
二
〇
二
一
―
二
〇
二
二
年
の
審
査
に
お
い
て
、
Ｋ
―

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
お
け
る
排
出
権
の
追
加
無
償
割
当

が
補
助
金
と
し
て
検
討
対
象
と
な
っ
た
。

　

韓
国
は
二
〇
一
二
年
に
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
権
の
割
当
及
び
取
引
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
、
二
〇
一
五
年
か
ら
Ｋ
―

Ｅ
Ｔ

Ｓ
の
運
用
が
本
格
化
し
た
。
同
法
に
よ
れ
ば
、
直
近
三
年
間
に
、
年
一
二
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
の
Ｃ
Ｏ

2

を
排
出
す
る
者
、
あ
る

い
は
年
二
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
排
出
す
る
事
業
所
を
有
す
る
者
は
、
Ｋ
―

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
適
用
を
受
け
る
。
こ
の
際
、
対
象
者
は
Ｅ
Ｕ

の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
同
様
に
排
出
枠
を
納
付
す
る
が
、
そ
の
主
た
る
入
手
方
法
は
政
府
に
よ
る
割
当
で
あ
る
。
調
査
対
象
期
間
の
二
〇
一
九
年

は
Ｋ
―

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
第
二
次
計
画
期
間
中
に
当
た
り
、
韓
国
当
局
が
算
出
す
る
各
Ｋ
―

Ｅ
Ｔ
Ｓ
対
象
者
へ
の
排
出
権
割
当
の
九
七
％
を
無

償
と
し
、
残
り
三
％
を
有
償
と
し
た
。
し
か
し
、
韓
国
は
、
Ｅ
Ｕ
同
様
に
貿
易
依
存
度
や
生
産
費
用
等
を
基
準
に
炭
素
リ
ー
ケ
ー
ジ

の
お
そ
れ
の
あ
る
産
業
を
特
定
し
、
こ
れ
ら
に
は
無
償
割
当
を
一
〇
〇
％
と
し
て
い
る（

（2
（

。

　

米
商
務
省
は
、
基
準
と
な
る
無
償
割
当
は
九
七
％
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
調
査
対
象
の
輸
出
・
生
産
者
は
追
加
的
に
割
り
当
て
ら

れ
る
三
％
を
本
来
政
府
主
催
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
購
入
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
分
は
政
府
収
入
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
％
分
が

「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
に
該
当
す
る
と
認
定
し
た
（
通
商
法
七
七
一
条(

5)(

Ｄ)(

ⅱ)

／
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(

1)(

ⅱ)

）。

ま
た
、
韓
国
の
関
係
法
令
の
定
め
る
基
準
に
従
い
、
韓
国
環
境
部
が
追
加
無
償
割
当
の
対
象
者
を
決
定
す
る
こ
と
か
ら
、
当
該
追
加

無
償
割
当
は
法
律
上
の
特
定
性
を
有
す
る
と
認
定
し
た
（
通
商
法
七
七
一
条(

5
Ａ)(

Ｄ)(

ⅰ)

／
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
二
条
及
び
二
・
一
条

(

ａ)

）。
最
後
に
、
輸
出
・
生
産
者
は
追
加
無
償
割
当
分
の
排
出
権
購
入
を
免
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
利
益
も
認
定
し
た
（
連
邦

規
則
一
九
巻
三
五
一
・
五
〇
三(

ｂ)(

2)

／
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ｂ)

）（
（2
（

。



101

気候変動対策の負担軽減とWTO補助金協定
　

な
お
、
本
件
決
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
応
訴
人
の
韓
国
・
現
代
製
鉄
が
米
連
邦
国
際
貿
易
裁
判
所
（Court of International 

T
rade

―CIT

）
に
商
務
省
決
定
の
法
令
違
反
を
申
し
立
て
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｔ
は
商
務
省
の
法
令
解
釈
の
不
備
を
指
摘
し
す
る
と
と
も
に

本
件
判
断
を
商
務
省
に
差
し
戻
し
、
二
〇
二
四
年
一
月
五
日
ま
で
に
再
決
定
を
行
う
こ
と
を
命
じ
た（

（2
（

。

　

ま
ず
本
件
で
は
、
収
入
と
「
な
る
べ
き
（otherw

ise due

）」
に
つ
き
、
Ｃ
Ｉ
Ｔ
は
、
問
題
の
政
府
収
入
に
つ
い
て
、
単
な
る
可

能
性
で
は
な
く
、
現
在
ま
た
は
将
来
に
本
来
で
あ
れ
ば
資
金
面
で
の
貢
献
の
受
領
者
に
納
付
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と

解
釈
し
た（

（3
（

。
ま
た
、
こ
の
解
釈
が
起
草
史
や
こ
れ
ま
で
の
商
務
省
の
慣
行
と
も
適
合
的
で
あ
る
こ
と
を
認
定
し
た
。
そ
の
上
で
、
Ｃ

Ｉ
Ｔ
は
、
商
務
省
が
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
基
づ
く
法
の
当
て
は
め
を
特
に
本
件
事
実
に
つ
い
て
行
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
に
代
わ

る
解
釈
も
示
す
こ
と
な
く
、
単
に
Ｋ
―

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
三
％
無
償
割
当
分
の
排
出
権
料
を
韓
国
政
府
が
徴
収
し
な
か
っ
た
事
実
の
み
を

も
っ
て
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
を
認
定
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
通
商
法
七
七
一
条(

5)(

Ｄ)(

ⅱ)

に
適
合
し
な
い
と
認

定
し
た（

（3
（

。

　

ま
た
、
法
律
上
の
特
定
性
に
つ
い
て
も
、
Ｃ
Ｉ
Ｔ
は
、
商
務
省
が
産
業
全
体
に
つ
い
て
一
律
的
な
取
り
扱
い
を
し
な
か
っ
た
こ
と

を
指
摘
す
る
の
み
で
、
法
律
上
の
特
定
性
に
関
す
る
認
定
を
裏
付
け
る
貿
易
依
存
度
等
の
追
加
無
償
割
当
対
象
産
業
の
選
定
基
準
に

つ
い
て
何
ら
認
定
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｔ
は
商
務
省
の
認
定
は
通
商
法(

5
Ａ)(

Ｄ)(

ⅱ)

に
適
合

し
な
い
と
認
定
し
た（

（3
（

。

2
・
3　

米
国
調
査
が
も
た
ら
す
問
題
提
起
―
―
相
殺
の
公
正
さ
に
対
す
る
疑
問
―
―

　

こ
れ
ら
の
米
国
の
判
断
は
、
現
行
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
の
規
律
を
前
提
と
す
る
と
、
一
見
致
し
方
な
い
判
断
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
他
方

で
そ
の
妥
当
性
・
合
理
性
に
は
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
元
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
部
参
事
官
の
ク
ラ
イ
ヤ
ー
（Jesse K

reier

）
は
、
商

務
省
の
判
断
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
緩
和
策
な
し
に
気
候
変
動
対
策
の
導
入
は
現
実
的
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｕ
企
業
は
自
ら
に
損
失
を
与
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え
な
が
ら
も
総
体
的
に
地
球
上
の
人
類
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
制
度
を
理
由
に
罰
さ
れ
て
い
る
、
と
評
し
、
米
国
の
対
応
を
批
判
す
る（

（3
（

。

し
か
る
に
、
現
在
の
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
は
必
ず
し
も
Ｃ
Ｏ

2

排
出
の
よ
う
な
負
の
外
部
性
を
内
部
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
す
な
わ

ち
市
場
の
失
敗
を
是
正
す
る
機
能
を
補
助
金
に
求
め
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
ら
ず
、
何
ら
か
の
基
準
よ
り
有
利
な
待
遇
を
受
け
て

い
る
こ
と
を
も
っ
て
補
助
金
の
存
在
と
利
益
を
認
定
す
る
。

　

特
に
、
相
殺
関
税
を
課
す
輸
入
国
が
Ｃ
Ｏ

2

規
制
を
行
わ
ず
、
よ
っ
て
輸
入
国
国
内
産
業
が
気
候
変
動
対
応
コ
ス
ト
を
負
わ
な
い

場
合
、
環
境
コ
ス
ト
の
内
部
化
の
観
点
か
ら
見
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
無
償
割
当
を
理
由
に
相
殺
関
税
を
課
税
す
る
こ
と
は
い
っ
そ
う
不
公

平
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
し
か
に
、
気
候
変
動
対
策
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
単
に
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
よ
う
な
明
示
的
な
炭
素
価
格
の

負
担
だ
け
で
な
く
、
暗
示
的
な
炭
素
価
格（

（3
（

を
勘
案
し
た
競
争
条
件
の
公
平
性
を
論
じ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
で
Ｅ
Ｕ
の
制
度
に

も
欠
陥
は
否
め
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
Ｅ
Ｕ
や
韓
国
企
業
に
比
肩
す
る
気
候
変
動
対
策
の
コ
ス
ト
を
負
わ
な
い
輸
入
国
産

業
が
相
殺
関
税
に
よ
る
保
護
を
享
受
す
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な
発
展
の
視
点
か
ら
、
公
正
さ
を
欠
く
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
負
担
軽
減
策
が
ひ
と
た
び
補
助
金
の
定
義
に
該
当
す
る
と
、
相
殺
を
免
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
現
在
の

相
殺
関
税
制
度
で
は
、
補
助
金
は
個
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
単
独
で
輸
入
国
国
内
産
業
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
く
、
調
査
対
象
輸
出
・
生
産
者
が
受
領
す
る
補
助
金
が
全
て
合
算
さ
れ
た
上
で
補
助
金
マ
ー
ジ
ン
が
算
出
さ
れ
、
損
害
認
定
が
行

わ
れ
る
。
前
節
に
紹
介
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
は
非
常
に
低
い
補
助
金
率
を
示
す
が（

（3
（

、
他
の
補
助
金
と
合
算
さ
れ
る

こ
と
で
補
助
金
マ
ー
ジ
ン
は
拡
大
し
、
ま
た
損
害
も
認
定
さ
れ
や
す
く
な
る
。
よ
っ
て
、
補
助
金
率
の
僅
少
を
理
由
と
し
た
相
殺
関

税
調
査
の
取
り
や
め
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
一
・
九
条
）
や
損
害
及
び
因
果
関
係
の
不
存
在
（
同
一
五
条
）
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
対
応
策

の
相
殺
を
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
な
る
と
、
最
も
確
実
な
手
段
は
、
こ
れ
ら
負
担
軽
減
策
を
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
条
該
当
の
補
助
金
の
定
義
か
ら
外
す
、
つ
ま
り
資

金
面
で
の
貢
献
、
利
益
、
あ
る
い
は
特
定
性
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
も
の
と
認
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
に
節
を
改
め
て
、
気
候
変
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動
負
担
軽
減
策
の
補
助
金
該
当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

3　

気
候
変
動
負
担
軽
減
策
の
補
助
金
該
当
性

　

Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)

に
よ
れ
ば
、
補
助
金
を
構
成
す
る
資
金
面
で
の
貢
献
は
同(

ⅰ)

～(

ⅲ)

の
三
つ
の
類
型
に
分
類
さ

れ
る
（
同(

ⅳ)

は
こ
れ
ら
の
民
間
へ
の
委
託
・
指
示
）。

　

ま
ず
、(

ⅰ)

の
資
金
の
直
接
的
移
転
だ
が
、
気
候
変
動
対
策
費
用
の
補
塡
を
贈
与
（grant

）
で
行
う
場
合
が
典
型
的
で
あ
る
。
例

え
ば
、
上
記
の
ド
イ
ツ
産
流
体
エ
ン
ド
ブ
ロ
ッ
ク
当
初
調
査
に
お
い
て
対
象
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
に
よ
る
Ｅ
Ｔ
Ｓ
間
接
費
用
補
償
は
、

炭
素
リ
ー
ケ
ー
ジ
リ
ス
ト
登
載
企
業
に
つ
い
て
、
電
力
会
社
の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
対
策
に
よ
る
電
力
価
格
上
昇
の
転
嫁
分
を
補
塡
す
る
た
め
資

金
交
付
を
行
う
も
の
で
、
資
金
の
直
接
的
な
移
転
と
し
て
補
助
金
を
構
成
す
る
も
の
と
認
定
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
の
金
属

シ
リ
コ
ン
相
殺
関
税
調
査
で
調
査
対
象
と
な
っ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
Ｃ
Ｏ

2

補
償
も
類
似
の
制
度
で
あ
り
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
環
境
庁
に
よ

る
資
金
交
付
が
や
は
り
資
金
の
直
接
的
な
移
転
と
し
て
、
補
助
金
性
を
認
定
さ
れ
た（

（3
（

。

　

こ
う
し
た
典
型
的
な
贈
与
を
相
殺
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
は
、
明
確
な
資
金
移
転
が
あ
る
以
上
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)

(

1)(

ⅰ)

の
下
で
は
困
難
で
あ
る
。
更
に
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(

1)(

ⅰ)

及
び(

ⅲ)

で
は
市
場
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
基
づ
い
て

利
益
（
同(

ｂ)

及
び
同
協
定
一
四
条
）
が
算
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
同
様
の
資
金
調
達
を
市
場
で
行
う
条
件
よ
り
有
利
か
否
か
が

基
準
と
な
る（

（3
（

。
典
型
的
な
政
府
に
よ
る
贈
与
の
場
合
、
同
額
を
同
じ
条
件
で
市
場
に
お
い
て
調
達
す
る
（
つ
ま
り
無
利
子
・
返
済
不

要
で
巨
額
の
資
金
を
民
間
の
経
済
主
体
か
ら
獲
得
す
る
）
こ
と
は
通
常
の
経
済
取
引
に
お
い
て
は
あ
り
得
ず
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
先
例
で
も
、

贈
与
は
そ
の
ま
ま
全
額
が
利
益
を
構
成
す
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た（

（3
（

。

　

な
お
、
同
じ
政
府
に
よ
る
資
金
の
直
接
的
移
転
で
も
、
信
用
保
証
や
融
資
の
場
合
、
例
え
ば
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
よ
う
な
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別
個
の
資
金
調
達
市
場
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
一
定
の
事
業
内
容
（
例
え
ば
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
技
術
開
発
）
に

つ
い
て
、
一
般
的
な
条
件
と
は
異
な
る
有
利
な
資
金
調
達
が
可
能
な
場
合
が
あ
る（

（4
（

。
政
府
に
よ
る
助
成
の
条
件
や
対
象
次
第
で
は
、

こ
う
し
た
低
金
利
を
市
場
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
認
定
す
る
こ
と
は
、
現
行
の
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
の
下
で
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
無
償
割
当
を
物
品
の
提
供
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(

1)(

ⅲ)

）
と
し
て
み
な
す
見
解
が
あ
る（

（4
（

。
権
利
の
よ
う
な
無
体
物

で
あ
っ
て
も
経
済
学
上
物
品
と
し
て
の
性
質
は
必
ず
し
も
否
定
さ
れ
ず（

（4
（

、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
で
も
無
体
物
で
あ
る
電
力
の
買
取
を
物
品
の

購
入
と
認
定
し
た
例
が
あ
る（

（4
（

。
Ｅ
Ｕ
の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
で
は
電
力
セ
ク
タ
ー
に
は
一
切
の
無
償
割
当
が
な
く
、
電
力
価
格
に
反
映
さ
れ
る
Ｅ

Ｔ
Ｓ
実
施
コ
ス
ト
は
そ
の
ま
ま
川
下
ユ
ー
ザ
ー
に
転
嫁
さ
れ
る
が
、
電
気
料
金
の
高
騰
は
特
に
電
力
集
約
的
な
産
業
の
競
争
力
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す（

（4
（

。
よ
っ
て
、
先
に
紹
介
し
た
ド
イ
ツ
の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
間
接
費
用
補
償
、
ま
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
Ｃ
Ｏ

2

補
償
制
度
は
、
こ
れ

を
贈
与
の
形
式
で
補
塡
す
る
。
同
趣
旨
の
支
援
を
、
こ
う
し
た
贈
与
で
は
な
く
、
政
府
が
国
内
産
業
へ
の
電
力
の
安
価
・
無
償
供
給

で
行
っ
た
場
合
、
こ
の(

ⅲ)

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
電
力
に
関
す
る
先
例
を
そ
の
ま
ま
排
出
権
に
適
用
す
る
こ
と
に
は
留
保
が
あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
譲
許
表
が
準
拠
す
べ

き
Ｈ
Ｓ
分
類
に
は
電
力
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
お
り（

（4
（

、
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
電
力
が
物
品
貿
易
の
対
象
で
あ
る
こ
と
に
加
盟
国

間
に
一
定
の
共
通
理
解
が
醸
成
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
他
方
、
無
体
物
で
も
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
物
品
、
サ
ー

ビ
ス
、
ま
た
は
こ
れ
ら
と
別
個
の
実
在
か
に
つ
き
論
争
は
尽
き
な
い（

（4
（

。
排
出
権
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
Ｈ
Ｓ
分
類
の
よ
う
な
証
左

は
な
く
、
こ
れ
を
物
品
と
す
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
共
通
認
識
は
認
め
ら
れ
な
い（

（4
（

。
パ
ネ
ル
・
上
級
委
員
会
の
判
断
も
、
物
品
を
有
体

物
（tangible

）
に
限
る
判
断（

（4
（

と
、
よ
り
広
く
捉
え
る
判
断（

（5
（

に
分
か
れ
て
い
る
。

　

他
方
、(

ⅲ)

は
役
務
、
す
な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
言
及
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
無
体
物
の
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
経
済
主
体
間
の
合
意
に
よ
り
、
一
方
の
経
済
主
体
の
行
為
に
よ
っ
て
他
方
ま
た
は
そ
の
所
有
物

の
状
態
に
変
化
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
で
あ
り
、
供
給
者
か
ら
独
立
し
て
存
在
し
得
な
い（

（5
（

。
そ
の
意
味
で
は
、
排
出
権
は
行
為
で
は
な
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く
、
一
度
設
定
さ
れ
る
と
供
給
者
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
及
び
加
盟
国
か
ら
独
立
し
て
存
在
し
、
取
引
対
象
と
な
る
の
で
、
こ
の
定
義
に
該
当

し
な
い
。

　

仮
に
排
出
権
を
物
品
で
あ
る
と
性
質
決
定
し
た
場
合
、
市
場
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
が
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
排
出
権

取
引
市
場
は
単
一
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｕ
及
び
各
加
盟
国
の
管
理
下
に
あ
る
一
次
市
場
に
お
け
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
及
び
民
間
が
余
剰
排

出
権
を
取
引
す
る
二
次
市
場
に
分
か
れ
て
お
り
、
全
く
同
種
の
排
出
権
に
二
つ
の
市
場
価
格
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
市
場
の
性
質

が
異
な
る
こ
と
か
ら（

（5
（

、
い
ず
れ
の
価
格
を
用
い
る
か
は
、
あ
る
い
は
双
方
の
平
均
を
用
い
る
か
は
調
査
対
象
期
間
の
事
実
関
係
に
依

存
す
る
が
、
市
場
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
実
際
の
排
出
権
取
引
価
格
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
追
加
無
償
割
当
が

排
出
権
全
体
に
占
め
る
割
合
は
相
当
量
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
こ
の
追
加
割
当
分
の
ど
の
程
度
が
有
償
で
一
次
市
場
に
供
給
さ
れ
る
か

を
評
価
し
、
更
に
そ
の
場
合
の
価
格
を
算
出
し
て
、
市
場
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る（

（5
（

。
こ
の
調
整
の
結
果
、
輸
出
国

内
の
排
出
権
取
引
市
場
で
の
価
格
と
の
利
ざ
や
が
利
益
と
し
て
明
白
に
示
さ
れ
、
こ
れ
が
市
場
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
構
成
す
る
。

　

こ
の
点
、
カ
ナ
ダ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
件
上
級
委
員
会
は
、
主
と
し
て
供
給
側
の
コ
ス
ト
構
造
の
違
い
を
指
摘
し
、
電
力

市
場
を
火
力
発
電
等
に
よ
る
伝
統
的
な
電
力
市
場
と
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
市
場
に
分
け
、
気
候
変
動

に
配
慮
し
て
も
っ
ぱ
ら
後
者
に
お
け
る
市
場
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
発
見
に
務
め
た（

（5
（

。
排
出
権
に
こ
れ
を
当
て
は
め
る
と
、
上
記
の
一
次

市
場
、
二
次
市
場
と
は
別
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
等
排
出
規
制
コ
ス
ト
の
大
き
い
産
業
向
け
の
排
出
権
市
場
を
別
途
創
設
し
て
、
そ
こ
で
固
有

の
市
場
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
供
給
さ
れ
る
排
出
権
の
性
質
に
差
異
は
な
く
、
カ
ナ
ダ
・
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
件
に
お
け
る
電
力
の
よ
う
に
供
給
者
や
供
給
コ
ス
ト
が
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
市
場
を
分
割
す
る
明
確
な
手

掛
か
り
に
欠
け
る
。
そ
の
意
味
で
は
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
利
益
で
差
別
化
を
図
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
こ

の
判
断
に
つ
い
て
は
批
判
が
少
な
く
な
い（

（5
（

。

　

他
方
、
追
加
無
償
割
当
や
Ｅ
Ｉ
Ｕ
減
額
を
税
の
減
免
と
同
じ
く
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(

1)(

ⅱ)

の
「
収
入
と
な
る
べ
き
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も
の
」
の
放
棄
に
分
類
す
る
見
解
が
あ
り（

（5
（

、
上
記
の
米
国
の
判
断
も
こ
れ
に
属
す
る
。
排
出
権
購
入
は
、
例
え
ば
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
税
の

作
業
定
義
に
適
合
せ
ず
、
そ
の
意
味
で
は
税
で
は
な
い（

（5
（

。
し
か
し
、
上
記
の
米
国
の
判
断
に
あ
る
よ
う
に
、
一
次
市
場
で
販
売
す
れ

ば
政
府
収
入
と
な
る
排
出
権
を
無
償
配
布
し
て
い
る
の
で
、
税
の
減
免
同
様
に
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
に
該
当
す
る
と

理
解
さ
れ
る
。

　
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
の
場
合
、
市
場
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
依
存
す
る
同(

ⅰ)

及
び(

ⅲ)

の
資
金
面
で
の
貢
献
と
異
な

り
、
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
設
定
す
る
。
例
え
ば
税
で
あ
れ
ば
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
額
が
こ
れ
に
相
当
し
、
そ
れ
と
補
助
金
の

受
領
者
と
さ
れ
る
者
が
実
際
に
納
付
し
た
税
額
を
比
較
の
う
え
、
そ
の
差
額
を
政
府
の
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
と
し
て

資
金
面
で
の
貢
献
を
認
定
す
る
。

　

こ
の
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
発
見
は
、
取
引
市
場
を
確
定
し
、
そ
こ
か
ら
見
出
さ
れ
る
市
場
価
格
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
す
る

(

ⅰ)

及
び(

ⅲ)

と
は
異
な
り
、
い
っ
そ
う
複
雑
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
に
非
市
場
的
な
要
素
を
織
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
以
下

に
節
を
改
め
て
こ
の
点
を
詳
し
く
検
討
し
、
気
候
変
動
対
策
支
援
を
包
摂
で
き
る
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
の
解
釈
と
法
理
の
可
能
性
を
検
討
す

る
。

4　
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
と
し
て
の
気
候
変
動
負
担
軽
減
策

4
・
1　

規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
関
す
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
判
例
の
展
開

　
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
に
か
か
る
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
数
件
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
に
お
い
て

Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(

1)(

ⅱ)

の
解
釈
が
示
さ
れ
て
き
た
。

　

初
期
の
判
断
で
は
、「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
は
「
な
か
り
せ
ば
（but for

）」
テ
ス
ト
、
つ
ま
り
国
内
税
制
を
基
準
と
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し
て
、
問
題
の
税
や
課
徴
金
の
減
免
措
置
が
な
け
れ
ば
、
対
象
者
は
現
在
よ
り
多
く
の
金
銭
を
政
府
に
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
差
額
を
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
と
見
る
考
え
方
が
採
用
さ
れ
た（

（5
（

。
し
か
し
同
時
に
、
上
級
委
員
会
は
こ
う
し
た
単
純

な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
課
税
の
一
般
原
則
と
例
外
が
明
確
な
場
合
の
み
し
か
機
能
せ
ず
、
複
雑
な
税
制
に
お
い
て
は
「
収
入
と
な
る
べ
き

も
の
」
の
放
棄
が
捕
捉
し
難
い
場
合
が
あ
り
、
加
え
て
、
課
税
原
則
を
定
立
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
加
盟
国
は
容
易
に
税
・
課
徴

金
等
の
減
免
に
よ
る
補
助
金
へ
の
規
律
を
潜
脱
で
き
る
危
険
性
を
自
覚
し
て
い
た（

（5
（

。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
上
級
委
員
会
は
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
探
究
を
以
下
の
よ
う
に
定
式
化
し
た
。
関
係
す
る
先
例
は
主
に

Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
第
二
部
及
び
第
三
部
に
関
す
る
事
案
で
あ
り
、
主
に
事
実
審
で
あ
る
パ
ネ
ル
に
よ
る
作
業
を
想
定
し
た
判
断
で
あ
る
。

し
か
し
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
上
補
助
金
の
定
義
は
相
殺
関
税
調
査
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
以
上
、
以
下
の
基
準
は
本
稿
で
検
討
す
る
よ

う
な
相
殺
関
税
調
査
に
お
け
る
調
査
当
局
の
検
討
に
も
適
用
さ
れ
る
。

　

第
一
に
、
補
助
金
の
受
領
者
と
さ
れ
る
者
の
税
制
上
の
待
遇
が
特
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（6
（

。
第
二
に
、
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
が
設
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
は
、
課
税
の
原
則
と
例
外
が
明
確
で
あ
り
、「
な
か
り
せ
ば
」

テ
ス
ト
で
事
足
り
る
場
合
も
あ
る
が
、
往
々
に
し
て
税
制
の
複
雑
性
か
ら
そ
れ
が
不
可
能
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
規
範
的
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
は
、「
比
較
可
能
な
状
況
に
あ
る
納
税
者
の
比
較
可
能
な
収
入
（com

parable incom
e of com

parably situated 

taxpayers

）」、
つ
ま
り
「
正
当
に
比
較
可
能
な
収
入
（legitim

ately com
parable incom

e

）」
に
関
す
る
財
政
上
の
待
遇
を
特
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る（

（6
（

。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
「
合
理
的
な
基
準
（reasonable basis

）」
で
あ
り
、
同
じ
も
の
ど
う
し
の

比
較
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る（

（6
（

。

　

ま
た
、「
な
か
り
せ
ば
」
テ
ス
ト
が
妥
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
調
査
当
局
は
検
討
を
例
外
な
か
り
せ
ば
原
則
の
下
で
補
助
金

の
受
領
者
が
よ
り
高
額
の
金
銭
負
担
に
帰
結
し
た
か
否
か
に
限
定
せ
ず
、
納
税
者
や
課
税
ベ
ー
ス
と
な
る
所
得
の
同
等
性
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（6
（

。
こ
れ
を
怠
る
こ
と
は
適
正
な
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
発
見
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
に
適
合
し
な
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い
（
（6
（

。

　

そ
し
て
第
三
に
、
問
題
の
課
税
上
の
待
遇
の
理
由
と
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
比
較
し
、「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
の

有
無
を
判
断
す
る（

（6
（

。
資
金
面
で
の
貢
献
が
も
た
ら
す
利
益
は
、
こ
の
放
棄
さ
れ
た
額
の
全
額
に
な
る
が（

（6
（

、
そ
の
意
味
で
資
金
面
で
の

貢
献
と
利
益
の
両
者
の
認
定
が
一
体
化
し
て
い
る
。

　

上
級
委
員
会
は
、
上
記
第
二
点
目
の
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
特
定
に
つ
き
、
更
に
い
く
つ
か
の
留
意
事
項
を
提
示
し
て
い
る
。

ま
ず
、
上
級
委
員
会
は
加
盟
国
が
独
自
に
課
税
原
則
を
決
定
す
る
主
権
的
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
問
題
の
措
置
に
よ

る
課
税
と
当
該
加
盟
国
の
そ
の
他
課
税
規
則
の
比
較
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る（

（6
（

。
よ
っ
て
、
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
特
定
は
、

国
内
税
制
の
構
造
と
そ
れ
を
体
系
化
す
る
原
則
の
検
討
を
伴
い
、
当
該
加
盟
国
の
税
制
を
最
も
よ
く
説
明
す
る
税
の
構
造
と
原
則
の

理
解
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
証
拠
も
加
盟
国
自
身
が
定
立
し
た
課
税
規
則
に
所
在
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（6
（

。

　

ま
た
、
時
に
一
国
の
税
制
に
お
い
て
多
数
の
課
税
原
則
が
並
立
し
、
ま
た
そ
れ
ら
が
競
合
し
、
一
貫
性
の
あ
る
課
税
原
則
を
見
出

し
難
い
場
合
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
の
認
定
に
あ
た
り
、
こ
の
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

探
究
を
怠
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い（

（6
（

。

　

更
に
、
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
は
当
該
加
盟
国
の
税
制
に
お
い
て
一
般
に
適
用
さ
れ
る
（“prevailing”

）
基
準
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い（

（7
（

。
例
え
ば
、
所
得
の
一
般
的
な
分
類
に
適
用
さ
れ
る
課
税
規
則
で
あ
っ
て
も
そ
こ
に
例
外
が
多
い
場
合
、
も
は
や
こ
の
よ
う
な

規
則
は
一
般
原
則
た
り
得
な
い（

（7
（

、
つ
ま
り
は
一
般
原
則
た
り
う
る
適
用
対
象
の
広
さ
を
実
際
に
備
え
て
い
る
か
否
か
が
、
規
範
的
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
た
り
得
る
課
税
規
則
で
あ
る
か
否
か
に
重
要
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
そ
の
発
見
こ
そ
パ
ネ
ル
・
調
査
当
局
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
も
、
加
盟
国
が

税
の
制
度
設
計
に
主
権
的
権
限
を
保
有
す
る
以
上
、
一
定
程
度
加
盟
国
自
身
が
自
律
的
に
そ
の
在
り
方
を
決
定
で
き
る
。
こ
れ
は
同

じ
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(

1)

の
資
金
面
で
の
貢
献
で
も
、(

ⅰ)

及
び(

ⅲ)
の
そ
れ
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
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利
益
の
認
定
に
お
い
て
市
場
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
が
参
照
さ
れ
る
。
単
純
化
す
れ
ば
、
こ
れ
は
市
場
に
お
け
る
民
間
取
引
の
中
で
も
っ
ぱ

ら
経
済
的
要
因
に
よ
っ
て
均
衡
す
る
需
給
に
よ
っ
て
、
加
盟
国
政
府
の
意
思
と
は
無
関
係
に
他
律
的
に
決
ま
る
。

4
・
2　

気
候
変
動
負
担
軽
減
策
へ
の
示
唆

　

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(

1)(

ⅱ)

の
解
釈
か
ら
導
か
れ
る
指
針
に
照
ら
し
て
、
気
候
変
動
関
連
の
負
担

軽
減
策
の
同
協
定
適
合
性
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
に
関
す
る
先
例
は
全
て
典
型
的
な
税
の
減
免
に
関
す
る
事
案

だ
が
、
協
定
の
文
言
は
税
に
限
定
せ
ず
、
明
ら
か
に
よ
り
広
い
政
府
収
入
を
対
象
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
事
案
で
問
題

に
な
る
課
金
措
置
は
電
力
消
費
や
Ｃ
Ｏ

2

排
出
に
伴
う
あ
る
種
の
課
徴
金
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
が
、
上
記
の
指
針
は
こ
う
し
た
措
置

に
関
す
る
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
認
定
に
も
適
用
さ
れ
る（

（7
（

。

　

本
稿
で
検
討
し
た
調
査
案
件
で
は
、
米
商
務
省
は
単
純
に
原
則
・
例
外
を
分
け
る
「
な
か
り
せ
ば
」
テ
ス
ト
を
採
用
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
無
償
割
当
等
の
標
準
的
な
待
遇
を
原
則
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
の
乖
離
を
全
て
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄

と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
た
と
え
原
則
と
例
外
の
関
係
が
一
見
明
白
で
あ
っ
て
も
、
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
探
索
は
そ
こ
で
尽
き

ず
、
パ
ネ
ル
・
調
査
当
局
は
あ
く
ま
で
当
該
加
盟
国
の
課
税
原
則
に
基
づ
き
、
納
税
者
や
課
税
所
得
の
同
等
性
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

Ｅ
Ｉ
Ｕ
減
額
で
も
、
ま
た
Ｅ
Ｔ
Ｓ
・
Ｋ
―

Ｅ
Ｔ
Ｓ
追
加
無
償
割
当
で
も
、
標
準
的
と
さ
れ
る
待
遇
を
受
け
る
者
と
例
外
的
と
さ
れ

る
待
遇
を
受
け
る
者
の
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
Ｅ
Ｉ
Ｕ
減
額
に
つ
い
て
は
電
力
消
費
量
の
差
異
で
あ
り
、
追
加
無
償
割
当
に
つ

い
て
は
炭
素
リ
ー
ケ
ー
ジ
の
お
そ
れ
、
す
な
わ
ち
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
遵
守
コ
ス
ト
の
差
異
で
あ
っ
た
。
上
級
委
員
会
の
先
例
で
は
、
ど
の
よ

う
な
種
類
あ
る
い
は
性
質
の
状
況
に
つ
い
て
比
較
可
能
性
の
有
無
が
問
題
と
な
る
の
か
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
よ
っ
て
、
上
記
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の
条
件
に
つ
い
て
状
況
が
異
な
る
者
ど
う
し
で
は
比
較
可
能
な
状
況
に
な
い
課
金
負
担
者
で
あ
る
か
ら
、
単
純
に
よ
り
多
く
課
金
さ

れ
る
者
に
適
用
さ
れ
る
基
準
を
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
認
定
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
、
と
論
じ
ら
れ
る
か
否
か
も
ま
た
明
確

で
は
な
い
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
上
級
委
員
会
は
「
比
較
可
能
な
状
況
に
あ
る
納
税
者
の
比
較
可
能
な
収
入
」
を
「
正
当
に
比
較
可
能
な
所

得
」
と
換
言
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。T

rachtm
an

（2017

）
は
、「
正
当
に
（legitim

ately

）」
と
は
、
所
得
の
比
較
可
能

性
の
判
断
に
規
範
的
評
価
を
含
む
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
、
特
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
前
文
に
は
持
続
可
能
な
発
展
に
言
及
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
所
得
の
比
較
可
能
性
の
検
討
に
あ
た
り
、
環
境
政
策
上
の
正
当
性
を
考
慮
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
論
じ
る（

（7
（

。

　

こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
上
級
委
員
会
が
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
「
規
範
的
（norm

ative

）」
と
形
容
し
て
い
る
こ
と
に
も
符
合
し
て
お

り
、
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
認
定
に
は
同
様
に
あ
る
種
の
規
範
的
評
価
を
織
り
込
む
こ
と
を
示
す
も
の
と
理
解
で
き
る
。
加
え
て
、

上
級
委
員
会
は
、
上
記
の
よ
う
に
問
題
と
な
る
課
税
待
遇
の
「
理
由
（reasons

）」
を
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
比
較
す
る
よ
う
に

求
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
問
題
の
待
遇
の
比
較
は
単
な
る
金
額
の
高
低
の
み
な
ら
ず
、
問
題
と

な
る
課
税
待
遇
の
妥
当
性
を
評
価
す
る
余
地
を
残
し
て
い
る
。

　

し
か
しT

rachtm
an

（2017

）
は
、
良
好
な
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
達
成
す
る
生
産
者
を
税
控
除
（tax credit

）
で
優
遇
す
る

場
合
を
想
定
し
て
い
る
。
本
稿
で
検
討
し
た
負
担
軽
減
策
は
、
む
し
ろ
気
候
変
動
対
策
の
達
成
が
困
難
な
生
産
者
を
達
成
可
能
な
生

産
者
と
の
比
較
に
お
い
て
優
遇
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
こ
う
し
た
負
担
軽
減
策
に
は
、
同
稿
の
指
摘
は
直
ち
に
該
当
し
な

い
。

　

他
方
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
設
定
に
関
す
る
規
範
的
評
価
要
素
と
し
て
の
持
続
可
能
な
発
展
は
、
短
期
の
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け

で
は
な
く
、
よ
り
中
長
期
的
な
視
点
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
例
え
ば
、
二
〇
二
一
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
採
択
さ
れ
た
グ

ラ
ス
ゴ
ー
気
候
合
意
で
も
プ
ラ
ス
一
・
五
℃
目
標
維
持
の
た
め
に
二
〇
五
〇
年
頃
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
を
目
指
し
て
お
り（

（7
（

、
ま
た
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Ｅ
Ｕ
の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
三
年
の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
指
令
制
定
か
ら
二
〇
三
四
年
の
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｍ
対
象
産
業
分
野
に
対
す
る
無
償
割

当
の
廃
止
ま
で
、
実
に
三
〇
年
以
上
を
要
す
る
。
か
よ
う
に
脱
炭
素
は
産
業
競
争
力
や
日
常
生
活
へ
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
回
避
し

な
が
ら
数
十
年
単
位
の
長
期
で
行
わ
れ
る
も
の
あ
り
、
こ
の
間
の
負
担
軽
減
策
が
時
限
的
か
つ
漸
減
的
で
あ
る
か
ぎ
り
、
対
象
産
業

も
ま
た
時
間
を
か
け
て
持
続
可
能
な
発
展
に
寄
与
す
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
こ
と
は
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
認
定
に
お
け
る
規
範

的
評
価
に
斟
酌
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

更
に
、
上
記
の
よ
う
に
、
上
級
委
員
会
は
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(

1)(

ⅱ)

の
税
及
び
税
相
当
の
課
徴
金
の
制
度
設
計
に
つ

い
て
加
盟
国
の
主
権
的
権
限
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
排
出
権
取
引
や
そ
の
他
の
気
候
変
動
対
策
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ

り
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
は
そ
の
制
度
設
計
に
干
渉
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
加
盟
国
が
負
担
軽
減
策
を
織
り
込
み
な

が
ら
長
期
的
に
気
候
変
動
抑
止
の
目
標
達
成
に
至
る
制
度
を
志
向
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
制
度
趣
旨
は
最
大
限
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
比
較
可
能
な
状
況
」
の
判
断
に
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
例
え
ば
電
力
集
約
性
や
炭
素
リ
ー
ケ
ー
ジ

の
可
能
性
と
い
っ
た
状
況
の
差
異
も
勘
案
の
余
地
が
生
じ
る
。
実
際
、
Ｅ
Ｉ
Ｕ
減
額
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
政
府
は
Ｅ
Ｅ
Ｇ
課
徴
金

の
Ｅ
Ｉ
Ｕ
向
け
の
別
制
度
で
あ
る
と
主
張
し
て
お
り（

（7
（

、
Ｅ
Ｉ
Ｕ
と
そ
れ
以
外
の
企
業
が
「
比
較
可
能
な
状
況
」
に
な
い
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
般
原
則
と
し
て
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
た
り
得
る
課
税
上
の
待
遇
に
は
一
般
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
先
に
触
れ
た
が
、

Ｅ
Ｕ　
Ｅ
Ｔ
Ｓ
で
は
産
業
部
門
に
よ
る
炭
素
排
出
の
九
七
％
が
追
加
無
償
割
当
の
対
象
で
あ
る
事
実
を
商
務
省
も
受
け
入
れ
て
お
り（

（7
（

、

僅
か
三
％
の
排
出
を
対
象
と
す
る
基
準
で
は
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
て
の
妥
当
性
に
疑
問
の
余
地
を
残
す（

（7
（

。
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
よ
う
に
、

よ
り
多
く
の
企
業
が
対
象
と
な
る
よ
う
な
負
担
軽
減
策
の
制
度
設
計
で
あ
れ
ば
、「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
の
放
棄
に
該
当
し
な

い
。
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更
に
、
上
級
委
員
会
は
、
納
税
者
を
多
数
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
課
税
基
準
を
設
定
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
そ
の

す
べ
て
が
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
設
定
に
考
慮
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
一
方（

（7
（

、
他
方
で
有
利
な
課
税
待
遇
を
享
受
す
る
納

税
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
複
数
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
検
討
を
怠
っ
た
パ
ネ
ル
の
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
認
定
を
破
棄
し

た
（
（7
（

。
加
盟
国
は
Ｃ
Ｏ

2

排
出
や
電
力
消
費
を
基
準
に
よ
り
細
か
い
多
数
の
産
業
セ
ク
タ
ー
群
に
分
割
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
金
負
担

を
よ
り
き
め
細
か
く
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
の
場
合
パ
ネ
ル
・
調
査
当
局
は
よ
り
慎
重
に
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
認

定
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(

1)(

ⅱ)

に
関
す
る
一
連
の
上
級
委
員
会
判
断
に
鑑
み
て
、
税
制
及
び
税
相

当
の
課
徴
金
に
主
権
的
裁
量
が
尊
重
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
加
盟
国
は
気
候
変
動
対
策
及
び
そ
の
負
担
軽
減
策
の
制
度
設
計
に
広
い
裁
量

を
有
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
点
は
、
国
内
税
制
・
規
制
の
あ
り
方
と
は
無
関
係
に
、
単
に
市
場
に
お
け

る
調
達
と
の
比
較
で
経
済
的
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
否
か
が
検
討
対
象
と
な
る
同(

ⅰ)

及
び(

ⅲ)

の
資
金
面
で
の
貢
献
の
類
型

と
は
大
き
く
異
な
る
。
加
盟
国
は
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
が
保
障
す
る
こ
の
柔
軟
性
を
享
受
し
、
経
済
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
長
期
的

視
点
で
の
制
度
設
計
を
志
向
し
、
着
実
な
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
経
済
の
実
現
に
至
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

5　

結
び
に
代
え
て
―
―
二
〇
二
三
年
夏
に
想
う
―
―

　

本
稿
執
筆
中
の
二
〇
二
三
年
九
月
下
旬
よ
り
、
筆
者
は
田
村
次
朗
先
生
の
母
校
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
滞
在
し
て
い
る
。
到

着
直
後
の
そ
の
時
期
で
さ
え
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
穏
や
か
で
冷
涼
な
空
気
は
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
肌
寒
く
さ
え
あ
り
、
少
し
前

ま
で
居
た
東
京
の
酷
暑
が
噓
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

思
い
返
す
に
、
本
稿
の
執
筆
に
着
手
し
た
二
〇
二
三
年
の
夏
は
本
当
に
暑
か
っ
た
。
渡
米
直
前
、
九
月
も
も
う
中
旬
か
ら
下
旬
に
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差
し
掛
か
ろ
う
か
と
い
う
時
期
で
も
三
五
度
に
迫
る
よ
う
な
日
さ
え
あ
っ
た
。
気
象
庁
発
表
に
よ
れ
ば
、
実
に
観
測
史
上
最
も
暑
い

夏
（
六
～
八
月
平
均
気
温
）
だ
と
い
う
。
東
京
で
も
最
高
気
温
は
連
日
三
五
度
を
上
回
り
、
月
単
位
で
絶
え
間
な
く
熱
帯
夜
が
続
い

た
。
ま
た
、
世
界
全
体
で
も
こ
の
夏
は
観
測
史
上
最
も
暑
い
三
ヶ
月
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
記
録
的
な
暑
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
夏
は
、
我
々
社
中
一
同
に
は
も
ち
ろ
ん
慶
應
義
塾
高
校
の
甲
子
園
優
勝
の
快
挙

に
よ
っ
て
も
記
憶
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
、
今
大
会
は
酷
暑
の
中
で
熱
中
症
や
試
合
中
に
足
を
攣
る
選
手
が
後
を
絶
た
な

い
大
会
で
も
あ
っ
た
。
主
催
者
側
も
試
合
半
ば
に
「
ク
ー
リ
ン
グ
タ
イ
ム
」
を
導
入
す
る
な
ど
、
こ
の
事
態
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
所
詮
は
弥
縫
策
に
過
ぎ
ず
、
抜
本
的
な
改
革
を
求
め
る
声
は
後
を
た
た
な
い
。
近
い
将
来
、
こ
の
時
期
の
甲

子
園
で
の
選
手
権
開
催
は
、
本
当
に
不
可
能
に
な
る
こ
と
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

　

気
候
変
動
が
危
急
の
地
球
規
模
課
題
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
幾
久
し
い
が
、
パ
リ
協
定
だ
の
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
だ
の
、
プ
ラ
ス
一
・
五
℃
だ

の
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
物
事
が
語
ら
れ
る
う
ち
は
、
市
井
の
我
々
に
と
っ
て
ど
こ
か
遠
く
の
話
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

身
近
な
生
活
環
境
や
夏
の
風
物
詩
の
変
化
を
通
じ
た
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
我
々
は
い
よ
い
よ
温
暖
化
が

切
迫
し
た
事
態
で
あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
。
塾
高
の
快
進
撃
を
横
目
に
こ
う
し
て
気
候
変
動
を
論
じ
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
変
化

を
実
感
す
る
夏
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
差
し
迫
り
つ
つ
あ
る
地
球
温
暖
化
を
前
に
、
あ
る
種
の
正
義
と
正
義
の
相
剋
と
融
和
を
論
じ
て
き
た
。
あ

る
種
の
正
義
、
つ
ま
り
歪
曲
の
な
い
自
由
貿
易
は
、
ま
た
あ
る
種
の
正
義
、
つ
ま
り
気
候
変
動
防
止
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
の
か
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
は
そ
の
答
え
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
は
二
〇
二
一
年
一
二
月
に
有
志
加
盟
国
が
貿
易
と
環
境
の
新
た
な
政
策

討
議
の
枠
組
み
と
し
て
「
貿
易
と
環
境
持
続
可
能
性
に
関
す
る
体
系
的
議
論
（
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）」
を
設
立
し（

（8
（

、
そ
の
二
〇
二
二
年
作
業

計
画
に
お
い
て
は
、
そ
の
下
に
気
候
変
動
作
業
部
会
が
設
立
さ
れ
た（

（8
（

。
作
業
部
会
に
お
い
て
は
貿
易
と
気
候
変
動
双
方
の
緊
張
緩
和

と
包
摂
的
な
協
調
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
専
門
家
が
既
存
の
国
際
法
上
の
原
則
に
焦
点
を
当
て
た
議
論
を
進
め
て
い
る（

（8
（

。
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も
っ
と
も
、
現
時
点
で
は
対
話
促
進
以
上
の
成
果
が
具
体
化
す
る
段
階
に
は
な
い
。

　

特
に
気
候
変
動
は
昨
今
拡
大
す
る
安
全
保
障
概
念
の
一
部
を
な
し
、
技
術
や
人
権
な
ど
と
共
に
、
自
由
貿
易
体
制
に
修
正
を
迫
る

「
潜
在
的
に
正
当
だ
が
新
し
い
政
策
課
題
（“potentially legitim

ate but novel security policies”

）」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ（

（8
（

、
立

憲
主
義
的
枠
組
み
と
言
わ
れ
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
、
自
由
貿
易
と
こ
う
し
た
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
気
候
変
動
の
調
整
を
期
待
さ
れ
る
こ
と

に
な
る（

（8
（

。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
現
実
社
会
で
の
課
題
解
決
能
力
が
疑
問
視
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
昨
今
、
し
ば
し
ば
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は

“relevance”
（
現
実
妥
当
性
）
を
失
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
回
復
が
急
務
と
言
わ
れ
る（

（8
（

。
国
際
社
会
が
安
全
保
障
の
一
部
と
し
て
認

識
す
る
よ
う
な
強
い
危
機
意
識
を
も
っ
て
気
候
変
動
対
策
に
臨
む
時
、
そ
の
包
摂
に
失
敗
す
れ
ば
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
い
つ
し
か
こ
の

“relevance”

、
ひ
い
て
は
国
際
社
会
の
信
頼
を
失
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

＊　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
有
村
俊
秀
（
早
稲
田
大
学
）、
上
野
貴
弘
（
電
力
中
央
研
究
所
）、
柳
美
樹
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
）
の

各
氏
か
ら
助
言
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
過
誤
は
全
て
筆
者
に
帰
す
る
。
ま
た
、
本
稿
は
経
済
産
業
研
究
所
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（JP21H

04945

及
び21H

00662

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

（
1
）　European Parliam

ent and Council D
irective 2003/87/EC, 2003 O

.J. 

（L 275

） 32.

Ｅ
Ｔ
Ｓ
指
令
は
累
次
改
正
さ
れ
て
お

り
、
執
筆
時
点
で
最
新
の
統
合
版
は
二
〇
二
三
年
五
月
改
正
を
反
映
し
た
以
下
を
参
照
。Consolidated T

ext: European 
Parliam

ent and Council D
irective 2003/87/EC, M

ay 6, 2023, EU
R-Lex D

oc. 02003L0087-20230605.

（
2
）　

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
制
度
概
要
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
以
下
を
参
照
。
上
野
訓
弘
・
水
野
勇
史
『
欧
州
連
合
域
内
排
出
量
取
引
制
度
の
解
説
』

（
二
〇
一
九
）。E

U
RO
PEA

N C
O
M
M
ISSIO

N, EU
 ET

S H
A
N
D
BO
O
K 

（2015
）; John Ferrier, E

U
 E

m
issions T

rading System
 

（Scot. 
Parliam

ent Info. Ctr., SPICe Briefing SB 19-17, 2019

）.

（
3
）　Jane Ellis et al., Carbon Pricing and Com

petitiveness: A
re T

hey at O
dds? 9-13 

（O
ECD

, Env’t W
orking Paper 

N
o. 152, 2019

）, https://one.oecd.org/docum
ent/EN

V
/W

K
P(2019)11/En/pdf.

な
お
、
本
稿
中
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
全
て
二
〇
二
三
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年
一
〇
月
二
三
日
最
終
ア
ク
セ
ス
。

（
4
）　Eugénie Joltreau and K

atrin Som
m

erfeld, W
hy D

oes E
m

issions T
rading under the E

U
 E

m
issions T

rading 
System

 

（E
T

S

） N
ot A

ffect Firm
s’ Com

petitiveness?: E
m

pirical Findings from
 the Literature, 19� C

LIM
A
T
E P

O
L’Y 453 

（2019
）; Stefano F. V

erde, T
he Im

pact of the E
U

 E
m

issions T
rading System

 on Com
petitiveness and Carbon 

Leakage: T
he E

conom
etric E

vidence, 34 � J. E
CO
N. S

U
RV. 320 （2020

）.

（
5
）　

上
野
・
水
町
前
掲
注（
2
）一
二
―
一
六
頁
、
若
林
雅
代
「
欧
州
排
出
量
取
引
の
制
度
改
革
―
二
〇
三
〇
年
五
五
％
削
減
に
向
け
た
Ｅ

Ｕ　
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
改
正
と
Ｅ
Ｔ
Ｓ　
Ⅱ
の
新
規
導
入
」
三
―
四
頁
（
電
力
中
央
研
究
所
社
会
経
済
研
究
所
、SERC D

iscussion Paper 
SERC23003, 2023

） 〈https://criepi.denken.or.jp/jp/serc/research/files/289/pdf/23003dp.pdf

〉。

（
6
）　Joltreau and Som

m
erfeld, supra note 4, at 456-66.

（
7
）　

本
稿
で
は
複
数
の
「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
（benchm

ark

）」
が
混
在
す
る
。
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
便
宜
上
Ｅ
Ｔ
Ｓ
下
の
排
出
枠
無
償

割
当
基
準
排
出
量
を
単
に
「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(

1)(

ⅱ)

の
資
金
面
で
の
貢
献
の
存
否
に
か
か
る
判
断
基
準

を
「
規
範
的
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」、
更
に
同(
ⅰ)

及
び(

ⅲ)

の
資
金
面
で
の
貢
献
に
よ
る
利
益
の
存
否
に
か
か
る
判
断
基
準
を
「
市
場
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
」
と
そ
れ
ぞ
れ
称
す
る
。

（
8
）　

本
稿
に
お
け
る
炭
素
価
格
の
推
移
は
以
下
に
拠
っ
た
。EU

 Carbon Perm
its, T

RA
D
IN
G E

CO
N
O
M
ICS, https://

tradingeconom
ics.com

/com
m

odity/carbon.

（
9
）　V

erde, supra note 4, at 339.

（
10
）　
「
Ｅ
Ｕ
炭
素
排
出
枠
価
格
が
一
〇
〇
ユ
ー
ロ
突
破
、
過
去
最
高
更
新
」
ロ
イ
タ
ー
二
〇
二
三
年
二
月
二
二
日
〈https://jp.reuters.

com
/article/eu-carbontrading-prices-idJPK

BN
2U

W
013

〉。

（
11
）　Justus Böning et al., Benefits and Costs of the E

T
S in the E

U
: A

 Lesson Learned for the CBA
M

 D
esign 

（Eur. 
Cent. Bank, ECB W

orking Paper Series N
o. 2764, 2023

）, https://w
w

w
.ecb.europa.eu/pub/pdf/scpw

ps/ecb.
w

p2764~3ff8cb597b.en.pdf.

（
12
）　

川
瀬
剛
志
「（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ア
ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ
等
最
新
判
例
解
説
�
）〔
米
国
〕
Ｅ
Ｕ
及
び
加
盟
国
に
よ
る
気
候
変
動
対
策
の
相
殺
可
能

性
」『
国
際
商
事
法
務
』
五
一
巻
五
号
六
七
四
頁
以
下
所
収
六
八
〇
―
八
一
頁
（
二
〇
二
三
）。
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（
13
）　

競
争
力
問
題
を
め
ぐ
る
政
治
と
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
以
下
を
参
照
。Chiara Spinelli, T

he E
U

 E
T

S and the 
E

uropean Industry Com
petitiveness: W

orking tow
ards Post 2020, 7 � R

EN
EW
A
BLE E

N
ERGY L. &

 P
O
L’Y, D

ec. 2016, at 25.
（
14
）　Com

m
unication from

 the Com
m

ission to the European Parliam
ent, the Council, the European Econom

ic and 
Social Com

m
ittee and the Com

m
ittee of the Regions, ‘Fit for 55 �’: D

elivering the EU
’s 2030 Clim

ate T
arget on the 

W
ay to Clim

ate N
eutrality, at 12, CO

M
 （2021

） 550 final （July 14, 2021

）.

（
15
）　European Parliam

ent and Council Regulation （EU

） 2023/956, 2023 O
.J. （L 130

） 52.

（
16
）　CBA

M
 Sectors Statem

ent on ET
S and CBA

M
 T

rialogues 

（N
ov. 22, 2022

）, CEM
BU

REA
U

 

（O
ct. 26. 2022

）, 
https://cem

bureau.eu/m
edia/bvgkxg3n/221026-cbam

-sectors-statem
ent.pdf.

（
17
）　Gary Clyde H

ufbauer et al., E
U

 C
arbon B

order A
djustm

ent M
echanism

 Faces M
any C

hallenges 15-16 

（Peterson Inst. for Int’l Econ., Policy Brief N
o. 22-14, 2022

）, https://w
w

w
.piie.com

/sites/default/files/2022-10/pb22-
14.pdf.

他
方
で
同
稿
は
米
国
の
相
殺
関
税
は
欧
州
委
員
会
が
目
論
む
無
償
割
当
の
廃
止
を
促
進
す
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

（
18
）　Forged Steel Fluid End Blocks from

 the Federal Republic of Germ
any: Final A

ffi
rm

ative Countervailing D
uty 

D
eterm

ination ［C

―428

―848
］, 85� Fed. Reg. 80,011 （U

.S. D
ept. of Com

., D
ec.11, 2020

）.

（
19
）　Com

m
ission D

ecision 2011/278/EU
, 2011 O

.J. （L 130

） 1, 45.

（
20
）　Com

m
ission D

ecision 2014/746, 2014 O
.J. （L 308

） 114 （extended 2019 and expired 2020

）.

（
21
）　M

em
orandum

 to Jeffrey I. K
essler from

 Jam
es M

aeder, Issues and D
ecision M

em
orandum

 for the Final 
A

ffi
rm

ative D
eterm

ination of the Countervailing D
uty Investigation of Forged Steel Fluid End Blocks from

 the 
Federal Republic of Germ

any, U
.S. D

ept. of Com
. D

ocket N
o. C-428-848, at 20-25 

（D
ec. 7, 2020

） ［hereinafter D
O

C 
Final M

em
o 

（End Blocks, Germ
any

）］; M
em

orandum
 to Jeffrey I. K

essler from
 Jam

es M
aeder, D

ecision 
M

em
orandum

 for the Prelim
inary A

ffi
rm

ative D
eterm

ination of the Countervailing D
uty Investigation of Forged 

Steel Fluid End Blocks from
 the Federal Republic of Germ

any, U
.S. D

ept. of Com
. D

ocket N
o. C-428-848, at 22-23 

（M
ay 18, 2020

） ［hereinafter D
O

C Prelim
inary M

em
o （End Blocks, Germ

any

）］.

（
22
）　M

em
orandum

 to Jeffrey I. K
essler from

 Jam
es M

aeder, Issues and D
ecision M

em
orandum

 for the Final 
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A
ffi

rm
ative D

eterm
ination in the Countervailing D

uty Investigation of Forged Steel Fluid End Blocks from
 Italy, 

U
.S. D

ept. of Com
. D

ocket N
o. C-475-841, at 12-15 

（D
ec. 7, 2020

）; M
em

orandum
 to Jeffrey I. K

essler from
 Jam

es 
M

aeder, D
ecision M

em
orandum

 for the Prelim
inary A

ffi
rm

ative D
eterm

ination: Countervailing D
uty Investigation 

of Forged Steel Fluid End Blocks from
 Italy, U

.S. D
ept. of Com

. D
ocket N

o. C-475-841, at 24-26 

（M
ay 18, 2020

） 

［hereinafter D
O

C Prelim
inary M

em
o （End Blocks, Italy

）］.

（
23
）　

ド
イ
ツ
連
邦
経
済
・
気
候
対
策
省
に
よ
る
英
訳
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。Renew

able Energy Sources A
ct 

（EEG 2017

）, 
https://w

w
w

.bm
w

k.de/Redaktion/EN
/D

ow
nloads/renew

able-energy-sources-act-2017.pdf.

（
24
）　

制
度
概
要
は
以
下
を
参
照
。D

O
C Prelim

inary M
em

o （End Blocks, Germ
any

）, supra note 21, at 22-23.

（
25
）　Id., at 24-25; D

O
C Final M

em
o （End Blocks, Germ

any

）, supra note 21, at 20-25.

（
26
）　Countervailing D

uty Investigation of Certain H
ot-Rolled Steel Flat Products from

 the Republic of K
orea: Final 

A
ffi

rm
ative D

eterm
ination, 81 � Fed. Reg. 53, 439 （U

.S. D
ept. of Com

., A
ug. 12, 2016

）.

（
27
）　

日
本
貿
易
振
興
機
構
海
外
調
査
部
ソ
ウ
ル
事
務
所
『
韓
国
の
気
候
変
動
対
策
と
産
業
・
企
業
の
対
応
』
二
五
―
二
七
頁
（
二
〇
二

一
）、
環
境
省
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
室
「
韓
国
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
権
取
引
制
度
の
概
要
」（
平
成
二
五
年
一
月
一
〇
日
）〈https://w

w
w

.
env.go.jp/content/900444425.pdf

〉。

（
28
）　M

em
orandum

 to Lisa W
. W

ang from
 Jam

es M
aeder, Issues and D

ecision M
em

orandum
 for the Final Results 

of the 2019 A
dm

inistrative Review
 of the Countervailing D

uty O
rder on Certain H

ot-Rolled Steel Flat Products 
from

 the Republic of K
orea, U

.S. D
ept. of Com

. D
ocket N

o. C-580-884, at 17-24 

（M
ay 3, 2022

）; M
em

orandum
 to 

Ryan M
ajerus from

 Jam
es M

aeder, D
ecision M

em
orandum

 for the Prelim
inary Results of the Countervailing D

uty 
A

dm
inistrative Review

, 2019: Certain H
ot-Rolled Steel Flat Products from

 the Republic of K
orea, U

.S. D
ept. of 

Com
. D

ocket N
o. C-580-884, at 17–21 （O

ct. 29, 2021

） ［hereinafter D
O

C Prelim
inary M

em
o （H

ot-Rolled

）］. 

な
お
、
商

務
省
は
、
同
じ
く
韓
国
産
の
炭
素
鋼
に
つ
い
て
、
同
様
の
分
析
・
判
断
を
示
し
て
い
る
。M

em
orandum

 to Ryan M
ajerus from

 
Jam

es M
aeder, Countervailing D

uty A
dm

inistrative Review
 of Certain Cut-T

o-Length Carbon-Q
uality Steel Plate 

from
 the Republic of K

orea, 2019: Post-Prelim
inary A

nalysis M
em

orandum
, U

.S. D
ept. of Com

. D
ocket N

o. C-580-
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837, at 2-6 （O

ct. 21, 2021

）.

（
29
）　H

yundai Steel Co. v. U
nited States, N

o. 23-144, slip op. at 29� （Ct. Int’l T
rade. Sept. 29, 2023

）.
（
30
）　Id. at 12-13. （“T

hese definitions indicate that the statute requires the forgoing of revenue that the recipient of 
the financial contribution w

ould

―not m
erely could

―otherw
ise ow

e the authority.”

）

（
31
）　Id. at 11-18.

（
32
）　Id. at 27-29.

（
33
）　Jesse K

reier, Com
m

ent to “Jesse K
reier, Countervailing the E

U
’s E

m
issions T

rading Schem
e, Part 2�”, I N

T
’L 

E
CO
N. L. &

 P
O
L’Y B

LO
G 

（D
ec. 17, 2020, 6:47 PM

）, https://ielp.w
orldtradelaw

.net/2020/12/countervailing-the-eus-
em

issions-trading-schem
e-part-2-.htm

l; Jesse K
reier, Carbon T

rading - Countervailing Free A
llow

ances, I N
T
’L E

CO
N. 

L. &
 P
O
L’Y B

LO
G 

（N
ov. 23, 2020, 11:07 A

M

）, https://ielp.w
orldtradelaw

.net/2020/11/carbon-trading-countervailing-
free-allow

ances-.htm
l.

（
34
）　

暗
示
的
炭
素
価
格
と
は
、
炭
素
税
率
や
排
出
権
価
格
の
形
式
で
明
示
的
に
Ｃ
Ｏ

2

排
出
に
価
格
を
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、
規
制
や

補
助
金
に
よ
っ
て
暗
示
的
に
与
え
ら
れ
る
炭
素
価
格
を
指
す
。
具
体
的
に
は
、
Ｃ
Ｏ

2

の
削
減
量
あ
た
り
費
用
（
例
：
規
制
・
補
助
金
の

平
均
削
減
費
用
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
買
取
価
格
）、
ま
た
は
排
出
量
あ
た
り
費
用
（
例
：
規
制
遵
守
費
用
の
価
格
転
嫁
額
、
補
助
金
の
財
源
調
達

の
た
め
の
税
率
）
で
示
さ
れ
る
。
木
村
宰
「
暗
示
的
炭
素
価
格
と
は
何
か
―
明
示
的
炭
素
価
格
よ
り
優
れ
た
指
標
に
な
り
得
る
か
―
」
七

―
一
〇
頁
（
電
力
中
央
研
究
所
、
研
究
報
告
Ｙ
1​
6​
0​
0​

2
、
二
〇
一
七
）〈 https://criepi.denken.or.jp/hokokusho/pb/report

D
ow

nload?reportN
oU

kCode=Y
16002&

tenpuT
ypeCode=30&

seqN
o=1&

reportId=8734

〉。

（
35
）　

排
出
権
無
償
追
加
割
当
に
つ
い
て
言
え
ば
、
流
体
エ
ン
ド
ブ
ロ
ッ
ク
当
初
調
査
で
は
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
独
・
伊
の
計
四
社
の
補

助
金
率
は
最
大
で
わ
ず
か
〇
・
一
六
％
に
と
ど
ま
り
、
韓
国
産
熱
延
鋼
板
二
〇
一
九
年
行
政
見
直
し
て
も
、
調
査
対
象
企
業
一
社
の
補
助

金
率
は
わ
ず
か
〇
・
一
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。D

O
C Prelim

inary M
em

o 

（End Blocks, Germ
any

）, supra note 21, at 27; 
D

O
C Prelim

inary M
em

o （End Blocks, Italy

）, supra note 22, at 26; D
O

C Prelim
inary M

em
o （H

ot-Rolled

）, supra note 
28, at 21.

（
36
）　D

O
C Final M

em
o （End Blocks, Germ

any

）, supra note 21, at 50-51. See also, M
em

orandum
 to Jeffrey I. K

essler 
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from
 Jam

es M
aeder, Post-Prelim

inary A
nalysis of Countervailing D

uty Investigation: Forged Steel Fluid End 
Blocks from

 the Federal Republic of Germ
any, U

.S. D
ept. of Com

. D
ocket N

o. C-428-848, at 6-7 （O
ct. 21, 2020

）.
（
37
）　Certain Silicon M

etal: Statem
ent of Reasons, Can. Border Serv. A

gency Case N
o. SM

2 2017 IN
, 69-70 

（O
ct. 18, 

2017
）.

（
38
）　A

ppellate Body Reports, Canada - M
easures A

ffecting the E
xport of Civilian A

ircraft, ¶¶ 157-158, W
T

O
 D

oc. 
W

T
/D

S70/A
B/R （A

ug. 2, 1999

）.

（
39
）　Panel Report, India - M

easures Concerning Sugar and Sugarcane, ¶¶ 7.254-7.262, W
T

O
 D

oc., W
T

/D
S579/R, 

W
T

/D
S580/R W

T
/D

S581/R 

（D
ec. 14, 2021

）; Panel Report, E
uropean Com

m
unities and Certain M

em
ber States - 

M
easures A

ffecting T
rade in Large Civil A

ircraft, ¶ 7.1501, W
T

O
 D

oc. W
T

/D
S316/R （June 30, 2010

）.

（
40
）　

ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
概
要
は
例
え
ば
以
下
を
参
照
。
環
境
省
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
・
リ
ン
ク
・
ボ
ン
ド
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
〇
二
二
年
版
／
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
及
び
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
リ
ン
ク
・
ロ
ー
ン
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
二
〇
二
二
年
版
」（
二
〇
二
二
）〈https://w

w
w

.env.go.jp/content/000062495.pdf

〉。

（
41
）　Rafael Leal-A

rcas et al., T
he W

orld T
rade O

rganization and Carbon M
arket Clubs, 52� G

EO. J. I N
T
’L L. 895, 905-6 

（2021

）; Erich V
ranes, Clim

ate Change and the W
T

O
: E

U
 E

m
ission T

rading and the W
T

O
 D

isciplines on T
rade in 

G
oods, Services and Investm

ent Protection, 43 � J. W
O
RLD T

RA
D
E 707, 717-18 （2009

）.

（
42
）　Peter H

ill, T
angibles, Intangibles and Services: A

 N
ew

 T
axonom

y for the Classification of O
utput, 32� Can. J. 

Econ. 426 （1999

）.

（
43
）　A

ppellate Body Reports, Canada - Certain M
easures A

ffecting the R
enew

able E
nergy G

eneration Sector/
Canada - M

easures R
elating to the Feed- in T

ariff Program
, ¶¶ 5.112-5.129, W

T
O

 D
oc. W

T
/D

S412/A
B/R, W

T
/

D
S426/A

B/R （M
ay 6, 2013

）; Panel Reports, Canada - Certain M
easures A

ffecting the R
enew

able E
nergy G

eneration 
Sector/Canada - M

easures R
elating to the Feed-in T

ariff Program
, ¶¶7.220-7.248, W

T
O

 D
oc. W

T
/D

S412/R, W
T

/
D

S426/R （D
ec. 19, 2012

）.

（
44
）　Ellis et al., supra note 3, at 12.
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（
45
）　H

S N
om

enclature 

（2022 ed.

）, H
eading 27.11, Ch.27, W

CO
, https://w

w
w

.w
coom

d.org/-/m
edia/w

co/public/
global/pdf/topics/nom

enclature/instrum
ents-and-tools/hs-nom

enclature-2022/2022/0527_2022e.pdf.

な
お
、
27
・
11
項

の
採
否
は
任
意
で
あ
り
、
日
本
の
実
行
関
税
率
表
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
46
）　

カ
ナ
ダ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
件
に
お
い
て
も
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
電
力
会
社
に
よ
る
電
力
の
固
定
価
格
買
取
が
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定

一
・
一
条(

ａ)(

1)(

ⅲ)

の
物
品
の
「
購
入
」
に
該
当
す
る
か
否
か
が
争
点
で
あ
っ
て
、
電
力
が
「
物
品
」
で
あ
る
こ
と
に
争
い
は
な

か
っ
た
。
前
掲
注（
43
）及
び
本
文
対
応
部
分
参
照
。

（
47
）　Farrokh Farrokhnia and Cam

eron Richards, E
-Com

m
erce Products under the W

orld T
rade O

rganization 
A

greem
ents: G

oods, Services, Both or N
either?, 50 � J. W

O
RLD T

RA
D
E 793 （2016

）.

（
48
）　Roland Ism

er et al., Supporting the T
ransition to Clim

ate-N
eutral Production: A

n E
valuation under the 

A
greem

ent on Subsidies and Countervailing M
easures, 26 � J. I N

T
’L E

CO
N. L. 216, 221 

（2023

）; Jacob W
erksm

an, 
G

reenhouse G
as E

m
issions T

rading and the W
T

O
, 8 � R

EV. E
U
R. C

M
T
Y &

 I N
T
’L E

N
V
T
’L L. 251, 255 （1999

）.

（
49
）　Panel Report, U

nited States - M
easures A

ffecting T
rade in Large Civil A

ircraft 

（Second Com
plaint

）: R
ecourse 

to A
rticle 21.5 of the D

SU
 by the E

uropean U
nion, ¶ 8.382, W

T
O

 D
oc. W

T
/D

S353/RW
 （June 9, 2017

）.

（
50
）　A

ppellate Body Report, U
nited States - Final Countervailing D

uty D
eterm

ination w
ith R

espect to Certain 
Softw

ood Lum
ber from

 Canada, ¶¶ 58-59, W
T

O
 D

oc. W
T

/D
S257/A

B/R （Jan. 19, 2004

）.

（
51
）　H

ill, supra note 42, at 441-43; T
. P. H

ill, O
n G

oods and Services, 23� R
EV. I N

CO
M
E &

 W
EA
LT
H 315, 318 （1977

）.

（
52
）　

一
次
市
場
に
お
い
て
は
、
納
付
目
的
で
排
出
権
購
入
に
参
加
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｓ
対
象
事
業
者
が
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
二
次
市
場
で

は
先
物
取
引
も
行
わ
れ
、
ま
た
参
加
者
も
金
融
業
者
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
等
金
融
資
産
と
し
て
の
排
出
権
を
取
引
す
る
主
体
が
実
質
的
な
割

合
を
占
め
る
な
ど
、
そ
の
性
質
が
異
な
る
。
若
林
雅
代
「
Ｅ
Ｕ　
Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
お
け
る
排
出
枠
の
市
場
取
引
の
実
態
」（
電
力
中
央
研
究
所
社

会
経
済
研
究
所
、SERC D

iscussion Paper SERC23004, 2023

） 〈https://criepi.denken.or.jp/jp/serc/discussion/
dow

nload/23004dp.pdf

〉。

（
53
）　

資
金
面
で
の
貢
献
自
体
が
も
た
ら
す
市
場
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
歪
曲
は
補
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。A

ppellate Body Report, 
E

uropean Com
m

unities and Certain M
em

ber States - M
easures A

ffecting T
rade in Large Civil A

ircraft, ¶ 900, W
T

O
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D
oc. W

T
/D

S316/A
B/R （M

ay 18, 2011

）.
（
54
）　Canada - R

enew
able E

nergy G
eneration Sector （A

B

）, supra note 43, ¶¶ 5.169-5.190.
（
55
）　

同
事
件
の
判
断
に
対
す
る
批
判
的
検
討
に
つ
き
、
坂
入
遼
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
補
助
金
規
律
に
お
け
る
利
益
要
件
の
下
で
の
市
場
創
設
的
介
入

論
：
批
判
的
検
討
と
そ
の
『
貿
易
と
環
境
』
問
題
へ
の
示
唆
」『
法
學
政
治
學
論
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
）
一
三
六
号
四
三
頁
以
下
所
収

（
二
〇
二
三
）
を
参
照
。

（
56
）　Ism

er et al., supra note 48, at 221-22; K
ateryna H

olzer, W
T

O
 Law

 Issues of E
m

issions T
rading 4-6 

（Sw
iss 

N
at’l Ctr. of Com

petence in Rsch., N
CCR W

orking Paper, N
o. 2016/1, 2016

）, https://w
w

w
.w

ti.org/m
edia/filer_

public/6e/88/6e884b29-f5e2-4a25-85a6-a6edb5c25ed9/w
orking_paper_short_version.pdf.

（
57
）　

税
と
は
、
強
制
的
な
支
払
で
あ
り
、
通
常
は
支
払
い
に
比
例
し
た
利
益
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
支
払
い
は

一
方
的
で
あ
る
、
と
定
義
さ
れ
る
。O

ECD
, R
EV
EN
U
E S

T
A
T
IST
ICS: I N

T
ERPRET

A
T
IV
E G

U
ID
E 7� 

（2021

）, https://w
w

w
.oecd.org/

tax/tax-policy/oecd-classification-taxes-interpretative-guide.pdf 

（“

［T

］he term
 “taxes” is confined to com

pulsory 
unrequited paym

ents to the general governm
ent or to a supranational authority. T

axes are unrequited in the 
sense that benefits provided by governm

ent to taxpayers are not norm
ally in proportion to their paym

ents.”

）
排

出
権
は
支
払
額
に
応
じ
た
数
量
で
得
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
意
味
で
の
税
に
該
当
し
な
い
。

（
58
）　J

O
SÉ G

U
ILH
ERM

E M
O
REN

O C
A
IA
D
O, C

O
M
M
IT
M
EN
T
S 
A
N
D F

LEX
IBILIT

IES 
IN 
T
H
E W

T
O

 A
GREEM

EN
T 
O
N S

U
BSID

IES 
A
N
D 

C
O
U
N
T
ERV

A
ILIN

G M
EA
SU
RES: A

N E
CO
N
O
M
ICA
LLY I N

FO
RM
ED A

N
A
LY
SIS 170 （2019

）. See also A
ppellate Body Report, Canada - 

Certain M
easures A

ffecting the A
utom

otive Industry, ¶¶ 90-91, W
T

O
 D

oc. W
T

/D
S139/A

B/R, W
T

/D
S142/A

B/R 

（M
ay 31, 2000

）.

（
59
）　A

ppellate Body Report, U
nited States - T

ax T
reatm

ent for “Foreign Sales Corporations”, ¶ 91, W
T

O
 D

oc. W
T

/
D

S108/A
B/R （Feb. 24, 2000

）.

（
60
）　A

ppellate Body Report, U
nited States - M

easures A
ffecting T

rade in Large Civil A
ircraft 

（Second Com
plaint

）, 
¶ 812, W

T
O

 D
oc. W

T
/D

S353/A
B/ （M

ar. 12, 2012

）.

（
61
）　Id., ¶¶ 809-810, 813; A

ppellate Body Report, U
nited States - T

ax T
reatm

ent for “Foreign Sales Corporations”: 
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R

ecourse to A
rticle 21.5 of the D

SU
 by the E

uropean Com
m

unities, ¶¶ 91-92, W
T

O
 D

oc. W
T

/D
S108/A

B/RW
 （Jan. 

14, 2002

）.
（
62
）　U

S - FSC （A
rticle 21.5 - E

C

） （A
B

）, supra note 61, ¶ 90.
（
63
）　U

S - Large Civil A
ircraft （2nd Com

plaint

） （A
B

）, supra note 60, ¶¶ 815, 823.
（
64
）　A

ppellate Body Report, Brazil - Certain M
easures Concerning T

axation and Charges, ¶ 5.167, W
T

O
 D

oc. W
T

/
D

S472/A
B/R, W

T
/D

S497/A
B/R （D

ec. 13, 2019

）.

（
65
）　U

S - Large Civil A
ircraft （2nd com

plaint

） （A
B

）, supra note 60, ¶ 814.

（
66
）　Panel Report, U

nited States - T
ax T

reatm
ent for “Foreign Sales Corporations”: R

ecourse to A
rticle 21.5 of the 

D
SU

 by the E
uropean Com

m
unities, ¶¶ 8.44-8.46, W

T
O

 D
oc. W

T
/D

S108/RW
 （A

ug. 20, 2001

）.

（
67
）　U

S - FSC （A
rticle 21.5 - E

C

） （A
B

）, supra note 61, ¶ 89; U
S - FSC （A

B

）, supra note 59, ¶ 90.

（
68
）　U

S - Large Civil A
ircraft （2nd com

plaint

） （A
B

）, supra note 60, ¶ 813.

（
69
）　Id. ¶ 827.

（
70
）　U

S - FSC
 

（A
B

）, supra note 59, ¶ 90. See also W
O
LF
G
A
N
G M

Ü
LLE

R, W
T

O
 A

G
R
E
E
M
E
N
T 
O
N S

U
B
SID
IE
S 
A
N
D 

C
O
U
N
T
ERV

A
ILIN

G M
EA
SU
RES: A

 C
O
M
M
EN
T
A
RY 90� （2017

）.

（
71
）　U

S - Large Civil A
ircraft （2nd com

plaint

） （A
B

）, supra note 60, ¶¶ 824-825.

（
72
）　

な
お
、
比
較
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
妥
当
性
に
加
え
て
、
Ｅ
Ｕ　
Ｅ
Ｔ
Ｓ
及
び
Ｋ
―

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
対
象
企
業
に
と
っ

て
追
加
無
償
割
当
へ
の
対
価
が
政
府
収
入
と
な
る
「
べ
き
（due

）」
も
の
と
な
ら
な
い
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
川
瀬
・
前
掲
注

（
12
）六
八
一
頁
。H

yundai, slip op., supra note 29, at 16-17.

こ
の
よ
う
に
、
個
別
事
案
の
事
実
関
係
に
よ
っ
て
は
、
規
範
的
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
設
定
の
妥
当
性
以
前
に
、
課
金
措
置
上
の
有
利
な
待
遇
と
さ
れ
る
も
の
が
「
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
」
を
構
成
せ
ず
、
よ
っ
て

Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
一
・
一
条(

ａ)(

1)(

ⅲ)

該
当
性
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
得
る
。

（
73
）　Joel P. T

rachtm
an, W

T
O

 Law
 Constraints on Border T

ax A
djustm

ent and T
ax Credit M

echanism
s to R

educe 
the Com

petitive E
ffects of Carbon T

axes, 70 � N
A
T
’L T

A
X J. 469 （2017

）.

（
74
）　Glasgow

 Clim
ate Pact, D

ecision 1/CM
A

.3, ¶¶ 20-21, in Conference of the Parties Serving as the M
eeting of 
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the Parties to the Paris A
greem

ent, Report of the Conference of the Parties Serving as the M
eeting of the Parties 

to the Paris A
greem

ent on Its T
hird Session, held in Glasgow

 from
 31 � O

ctober to 13� N
ovem

ber 2021, U
N

 D
oc. 

FCCC/PA
/CM

A
/2021/10/A

dd.1 （M
ar. 8, 2022

）.

（
75
）　D

O
C Final M

em
o （End Blocks, Germ

any

）, supra note 21, at 17.

（
76
）　Id, at 46, 50.

（
77
）　K

reier, “Com
m

ent to K
reier”, supra note 33.

（
78
）　U

S - Large Civil A
ircraft （2nd com

plaint

） （A
B

）, supra note 60, ¶ 827.

（
79
）　Brazil - T

axation （A
B

）, supra note 64, ¶¶ 5.169-5.172.

（
80
）　T

rade and Environm
ental Sustainability Structured D

iscussions 

（T
ESSD

）, M
inisterial Statem

ent on T
rade 

and Environm
ental Sustainability, W

T
O

 D
oc. W

T
/M

IN
 （21�

） /6/Rev.2 （D
ec. 14, 2021

）.

（
81
）　T

rade and Environm
ental Sustainability Structured D

iscussions 

（T
ESSD

）,　

Com
m

unication from
 the T

ESSD
 

Coordinators, W
T

O
 D

oc. IN
F/T

E/SSD
/W

/17/Rev.1 （Feb. 18, 2022

）.

（
82
）　T

ESSD
 W

orking Group on T
rade

‐Related Clim
ate M

easures, U
pdate on W

ork of International Expert Group 
on Principles for Consideration in the D

esign &
 Im

plem
entation of T

rade-Related Clim
ate M

easures &
 Policies 

（M
ay 11, 2023

）, https://w
w

w
.w

to.org/english/tratop_e/tessd_e/tess_update_on_w
ork_related_to_trcm

s.pdf.

（
83
）　J. Benton H
eath, T

he N
ew

 N
ational Security Challenge to the E

conom
ic O

rder, 129 Y
A
LE L.J. 1020, 1066 （2020

）.

（
84
）　E

RN
ST-U

LRICH P
ET
ERSM

A
N
N, T

RA
N
SFO

RM
IN
G W

O
RLD T

RA
D
E A

N
D I N

V
EST

M
EN
T L

A
W FO

R S
U
ST
A
IN
A
BLE D

EV
ELO

PM
EN
T ch.9 

（2022

）.

（
85
）　See, e.g., N

gozi O
konjo-Iw

eala, R
eviving the W

T
O

, B
RO
O
K
IN
GS I N

ST. 

（June 22, 2020

）, https://w
w

w
.brookings.

edu/articles/reviving-the-w
to/.
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追
記
―
―
田
村
次
朗
先
生
の
思
い
出
―
―

　

時
の
流
れ
は
誰
に
も
平
等
で
、
私
に
と
っ
て
「
永
遠
の
若
先
生
」
で
あ
る
田
村
先
生
に
も
つ
い
に
塾
を
退
か
れ
る
日
が
訪
れ
ま
す
。

田
村
先
生
と
は
、
私
が
法
学
部
四
年
の
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
春
、
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
で
休
講
さ
れ
る
金
子
晃
先
生
の
ゼ
ミ
の
代

講
と
、
同
年
の
外
国
法
演
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
の
が
最
初
で
し
た
。
当
時
ま
だ
三
〇
を
迎
え
た
ば
か
り
の
先
生
は
、
流
暢
な
英
語

を
操
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
仕
込
み
の
最
先
端
の
経
済
法
の
知
見
に
基
づ
く
明
晰
な
議
論
を
展
開
さ
れ
、
横
田
正
俊
記

念
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
正
に
新
進
気
鋭
を
地
で
行
く
学
界
の
若
き
ス
タ
ー
で
し
た
。
当
時
流
行
の
イ
タ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
ス
ー

ツ
に
身
を
包
み
、
コ
ン
バ
ー
チ
ブ
ル
の
外
国
車
で
颯
爽
と
三
田
に
現
れ
る
お
姿
に
、
か
く
あ
り
た
い
、
と
憧
れ
た
も
の
で
す
。

　

翌
年
進
学
し
た
大
学
院
法
学
研
究
科
で
も
、
先
生
に
は
金
子
門
下
の
師
範
代
の
よ
う
な
お
立
場
か
ら
懇
切
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

特
に
当
時
最
先
端
の
国
際
経
済
法
の
教
科
書
だ
っ
たJohn H

. Jackson, T
he W

orld T
rading System

 

（M
IT

 Press, 1989

）

を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
上
に
、
輪
読
ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
院
生
活
で
も
、
親
子
ほ
ど
年
齢
の
離
れ
た

金
子
先
生
に
は
ど
う
し
て
も
畏
多
く
遠
慮
が
ち
に
な
る
と
こ
ろ
、
比
較
的
歳
の
近
い
田
村
先
生
が
良
き
「
兄
貴
」
と
し
て
間
に
立
っ

て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、
研
究
者
と
し
て
の
心
構
え
に
つ
い
て
も
多
く
の
ご
助
言
も
賜
り
ま
し
た
。
私
が
研
究
者
を
志
し
た
最
初
期
に

は
、
こ
う
し
て
随
分
田
村
先
生
の
薫
陶
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

先
生
は
一
九
九
一
年
か
ら
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
滞
在
さ
れ
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
や
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
で

の
在
外
研
究
へ
と
お
出
か
け
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
生
か
ら
伺
っ
た
そ
の
際
の
ご
経
験
が
海
外
へ
と
私
の
目
を
開
い
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。「
こ
の
分
野
を
勉
強
し
て
い
て
、
海
外
に
行
か
ず
し
て
ど
う
す
る
ん
だ
！
」
と
い
う
先
生
の
お
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
一
念
発

起
し
て
九
三
年
に
は
私
も
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
ロ
ー
セ
ン
タ
ー
（LL.M

.
）
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
出
願
に
際
し
て

は
、
二
つ
返
事
で
先
生
自
ら
推
薦
状
を
し
た
た
め
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
私
は
関
西
勤
務
が
長
く
な
っ
た
り
、
更
に
政
府
出
向
の
た
め
学
界
を
離
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
り
、
三
田
か
ら
も
足
が
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遠
の
き
が
ち
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
と
ご
一
緒
す
る
機
会
も
お
の
ず
と
め
っ
き
り
減
り
ま
し
た
が
、
他
方
、
黎
明
期
の
法
務
研
究
科

で
飯
野
文
さ
ん
（
日
本
大
学
）
と
共
同
で
講
義
を
担
当
し
た
り
、
研
究
活
動
や
学
会
運
営
で
関
根
豪
政
君
（
横
浜
国
立
大
学
）、
渕
川

和
彦
君
（
大
阪
公
立
大
学
）、
坂
入
遼
君
（
公
正
取
引
委
員
会
）
と
ご
一
緒
し
た
り
（
い
ず
れ
も
肩
書
は
現
職
）、
田
村
門
下
の
優
れ
た
後

輩
諸
兄
と
の
ご
厚
誼
に
恵
ま
れ
、
ま
た
別
の
形
で
先
生
と
の
繫
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
彼
ら
と
関
わ
る
こ
と
で
、
峯
村

光
郎
先
生
か
ら
脈
々
と
続
く
慶
應
経
済
法
学
の
伝
統
が
、
恩
師
の
金
子
・
田
村
両
先
生
か
ら
更
に
私
よ
り
下
の
世
代
へ
と
受
け
継
が

れ
る
一
部
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

　

ま
だA

m
azon

も
な
か
っ
た
一
九
九
〇
年
当
時
、
先
生
が
洋
書
店
か
ら
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
たT

he W
orld T

rading 

System

は
、
今
も
研
究
室
の
書
棚
の
最
も
私
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
す
っ
か
り
朽
ち
て
色
褪
せ
た
表
紙
と
手
垢
で
黒
ず
ん

だ
ペ
ー
ジ
に
、
先
生
と
の
出
会
い
か
ら
三
五
年
に
も
至
ろ
う
か
と
い
う
時
間
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
、
こ
の
一
冊
を
め

ぐ
っ
て
先
生
の
教
え
を
仰
い
だ
あ
の
日
々
は
、
国
際
経
済
法
研
究
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
た
私
の
研
究
者
人
生
の
原
点
で
し
た
。
そ
の

扉
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
田
村
先
生
の
学
恩
に
心
よ
り
の
感
謝
を
申
し
上
げ
、
拙
稿
の
結
び
と
い
た
し
ま
す
。


